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予算決算常任委員会 

 

平成３０年３月１３日（火）               

午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 開  会               

 

○三鬼（孝）委員長   おはようございます。  

 定刻になりましたので、予算決算常任委員会を開会いたします。  

 当委員会に付託になりました議案第１４号、平成３０年度尾鷲市一般会計予算の

議決についてから議案第２４号、平成２９年度尾鷲市水道事業会計補正予算（第３

号）の議決についてまでの計１１議案の審査を行いたいと思います。  

 各課の予算審査につきましては、進行表の記載のとおり、財政課から順次進めて

まいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

 なお、きょうの審議につきましては、財政課、総務課、選挙管理委員会、市長公

室、議会事務局、出納室、監査委員事務局、防災危機管理室と、八つの課の審議を

していただきたいと思いますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。  

 まず、市長から御挨拶を。  

○加藤市長   おはようございます。  

 本日、予算決算常任委員会を開催していただきまして、まことにありがとうござ

います。  

 さて、本委員会に付託されています議案につきましては、議案第１４号、平成３

０年度尾鷲市一般会計予算の議決についてを初めとする１１議案でございます。議

案につきましては所管課から説明いたさせますので、よろしく御審議を賜り御承認

賜りますようお願い申し上げます。  

 簡単ではございますが、挨拶とさせていただきます。ありがとうございます。  

○三鬼（孝）委員長   ありがとうございます。  

 それでは、財政課の補正予算から説明を求めたいと思います。  

○宇利財政課長   おはようございます。財政課です。よろしくお願いいたします。  

 それでは、議案第２０号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第５号）の議

決についてのうち財政課に係るものにつきまして御説明申し上げます。  

 平成２９年度一般会計補正予算書（第５号）及び予算説明書の１ページをごらん

ください。  

 今回の補正につきましては、第１条第１項にありますとおり、既定の歳入歳出予
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算の総額にそれぞれ５ ,４２５万円を追加し、歳入歳出予算の総額をそれぞれ１０

０億１ ,７０２万５ ,０００円とするものでございます。  

 続きまして、第２項第１表歳入歳出予算補正の内容のうち財政課に係る分につい

て御説明申し上げます。  

 １６ページ、１７ページをごらんください。  

 歳入でございます。  

 １５款財産収入、１項財産運用収入、３目基金運用収入につきましては、１３９

万４ ,０００円を追加するものでございます。このうち財政課分といたしましては、

今年度に発生いたしました基金運用の利子８６万５ ,０００円でございます。  

 続きまして、１７款繰入金、２項特別会計繰入金、１目後期高齢者医療事業会計

繰入金につきましては、２ ,１５９万５ ,０００円を増額し、３ ,３５７万１ ,０００

円とするものでございます。三重県後期高齢者医療広域連合からの過年度精算金が

歳入されることに伴う後期高齢者医療事業会計からの繰入金の増額でございます。  

 １９款諸収入、５項雑入、１目雑入、２節総務費雑入につきましては、三重県市

町村振興協会からの交付金の確定によります７０万２ ,０００円の減額でございま

す。  

 次ページをごらんください。  

 ２０款市債、１項市債、１目民生債は、補正額２ ,４８０万円を減額し、２億９ ,

６１０万円とするものでございます。内容は、過疎債のソフト分改定によります心

身障害者医療費助成事業債１９０万円、子ども医療費助成事業債１１０万円の増額

及び一人親家庭等医療費助成事業債４００万円の追加、事業費確定に伴う第四保育

園整備事業債３ ,１８０万円の減額でございます。  

 ２目衛生債は２ ,０３０万円を増額し、２ ,５８０万円とするものでございます。

内容は、事業費確定に伴うごみ収集車両整備事業債１８０万円の減額及び過疎債の

ソフト分確定によります予防接種事業債２ ,２１０万円の追加でございます。  

 ３目農林水産業債は補正額２４０万円を増額し、８ ,３８０万円とするものでご

ざいます。事業費確定によります県営中山間地域総合整備事業債２９０万円の減額、

過疎債のソフト分確定によります海洋深層水推進事業債５３０万円の追加でござい

ます。  

 ４目土木債は４０万円を増額し、５ ,２７０万円とするものでございます。起債

対象事業費の変更によります起債額の増減でございます。  

 次ページをごらんください。  
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 ５目消防債は６０万円を減額し、１ ,９６０万円とするものでございます。いず

れも事業費確定によります起債額の減額でございます。  

 続きまして、歳出でございます。  

 ２６ページ、２７ページをごらんください。  

 ２款総務費、１項総務管理費、３目財産管理費は、補正額２億８ ,７９７万９ ,０

００円を追加し、６億２ ,０２５万９ ,０００円とするものでございます。財源内訳

の特定財源１億２２万４ ,０００円は、寄附金を基金積み立ての財源としたもの９ ,

８８９万７ ,０００円、基金運用収入を各基金積み立ての財源としたもの１３２万

７ ,０００円でございます。基金積立金２億８ ,７９７万９ ,０００円のうち財政調

整基金積立金１億８ ,７６７万５ ,０００円の増額は、基金運用収入１０８万円及び

歳入歳出の差額分１億８ ,６５９万５ ,０００円を積み立てたものであり、減災基金

積立金から交通安全対策基金積立金はいずれも基金運用収入の追加によるものでご

ざいます。また、尾鷲みどりの基金積立金３ ,０３１万７ ,０００円の追加は、林業

振興寄附金３ ,０３０万円及び基金運用収入１万７ ,０００円の追加であり、ふるさ

と応援基金積立金６ ,９７９万１ ,０００円の追加は、ふるさと応援寄附金６ ,８５

９万７ ,０００円、基金運用収入３万４ ,０００円及び今年度ふるさと応援基金から

取り崩し、事業費に充当していたもののうち事業費の確定による１１６万円の積み

戻し分でございます。  

 資料の１ページをごらんください。  

 基金の状況でございます。平成２９年度一般会計補正予算（第４号）時点での財

政調整基金年度末残高見込みが８億８ ,３１７万４ ,０００円、第５号補正の１億８ ,

７６７万５ ,０００円の積み立てにより平成２９年度末財調残高見込みは１０億７ ,

０８４万９ ,０００円となる見込みであり、基金合計残高見込みは２１億２ ,２７８

万３ ,０００円となる見込みでございます。  

 予算書にお戻りいただき、３４ページ、３５ページをごらんください。  

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費のうち国民健康保険事業特別

会計繰出金５９７万円の減額は、対象事業費減少により国民健康保険事業特別会計

に対する繰出金の減額でございます。  

 ３８ページ、３９ページをごらんください。  

 ９目後期高齢者医療費のうち後期高齢者医療事業特別会計繰出金３０８万円の減

額は、対象事業費減少による繰出金の減額でございます。  

 ４４ページ、４５ページをごらんください。  
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 ４款衛生費、５項上水道費、１目上水道整備費のうち水道事業会計負担金２３万

円の減額は、対象事業費減少に伴う負担金の減額でございます。  

 続きまして、６ページをごらんください。  

 第４表地方債でございます。追加の２事業は過疎債ソフト分の追加分として認め

られたものでございます。変更の１０事業はいずれも事業費の変更によります増減

となっております。これら１２事業についての起債の方法は証書借入、または証券

発行、利率は３％以内、償還の方法は３０年以内と定めております。追加分、変更

分の起債の目的、限度額は歳入歳出予算で説明したものと同様でございますので省

略させていただきます。  

 補正予算に係る財政課からの説明は以上でございます。  

○三鬼（孝）委員長   ありがとうございます。  

 ただいま財政課長から議案第２０号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第

５号）の議決について説明がありました。これに対する御質疑のある方、御発言願

います。御質疑はよろしいですか。  

○野田副委員長   まず１点は、地方債の補正ということでちょっと確認です。わ

かりませんもんで、変更の起債の目的という部分で一部なくなっているんですけれ

ども、これはどういう、林道整備事業とか、当初の地方債の起債の目的で上げてい

る限度額が事業としてなかったということですか。２９年度当初予算の差金、ごめ

んなさい、この２９年度の当初予算から見たもんで。  

○宇利財政課長   記載のない部分については今回補正がなかったということでご

ざいます。  

○野田副委員長   もう一点、財政調整基金の推移ということで、当初、２９年度

第５号補正で４億２ ,０００万という数字がこの間の財政課のこの部分に出てきて

いるんですけれども、積み立て、これは整合性はあるんですか。積立金が補正後１

億８ ,７６７万５ ,０００円、財調に積み立てする金額です。こちらのほうは何やっ

たのかな。第５号補正の積立額４億２ ,０００万というのは、済みません、これは

課に行って聞いたらよかったのかもわからんけど。  

○三鬼（孝）委員長   課長、副委員長が言うのは平成３０年２月２２日の財政課

の資料に基づいて基金の違いを指摘しておると思いますが。  

○宇利財政課長   先ほどの御質問の件なんですけれども、積立額の総額というこ

とで、今回のは補正額になりますので、今年度に積み立てた額のトータルが４億２ ,

０００万ということです。  
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○野田副委員長   わかりました。ありがとうございます。  

○三鬼（孝）委員長   続きまして、議案第１４号、平成３０年度尾鷲市一般会計

予算の議決についての財政課の説明を求めます。  

○宇利財政課長   続きまして、議案第１４号、平成３０年度尾鷲市一般会計予算

の議決について御説明申し上げます。  

 平成３０年度尾鷲市一般会計予算書及び予算説明書の１ページをごらんください。  

 一般会計の歳入歳出予算の総額は、第１条第１項にありますとおり、歳入歳出そ

れぞれ９１億４ ,８２４万円と定めるものでございます。  

 続きまして、第２項第１表歳入歳出予算の内容のうち財政課に係る分について御

説明申し上げます。  

 １６ページ、１７ページをごらんください。  

 歳入でございます。  

 ２款地方譲与税、１項地方揮発油譲与税、１目地方揮発油譲与税につきましては

１ ,４００万円と、前年度と比較して２００万円の減少でございます。  

 ２項自動車重量譲与税、１目自動車重量譲与税につきましては３ ,７００万円と、

前年度と比較して２００万円の増加でございます。  

 ３款利子割交付金、１項利子割交付金、１目利子割交付金につきましては４００

万円と、前年度と比較して５０万円の増加でございます。  

 ４款配当割交付金、１項配当割交付金、１目配当割交付金につきましては９００

万円と、前年度と同額でございます。  

 ５款株式譲渡所得割交付金、１項株式譲渡所得割交付金、１目株式譲渡所得割交

付金につきましては８００万円と、前年度と同額でございます。  

 次ページをごらんください。  

 ６款地方消費税交付金、１項地方消費税交付金、１目地方消費税交付金につきま

しては３億６００万円と、前年度と同額でございます。  

 社会保障財源分の充当につきましては、平成３０年度主要施策の予算概要の１０

６ページをごらんください。  

 本市の平成３０年度における社会保障４経費、その他社会保障施策に要する経費

は２５億８ ,３５４万１ ,０００円を見込んでおり、全体経費から国県支出金等特定

財源を充当した残りの一般財源充当分が１１億２ ,７６８万２ ,０００円でございま

す。この一般財源分のうち地方消費税交付金、社会保障財源分として１億２ ,６０

０万円を充当するものでございます。  
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 予算書にお戻りいただき、１８ページ、１９ページをごらんください。  

 ７款自動車取得税交付金、１項自動車取得税交付金、１目自動車取得税交付金に

つきましては１ ,４００万円と、前年度と比較して２００万円の増加でございます。  

 ８款地方特例交付金、１項地方特例交付金、１目地方特例交付金につきましては

６５０万円と、前年度と比較して６０万円の増加でございます。  

 ２款地方譲与税から８款地方特例交付金までは２９年度の実績及び国の予算の動

向を勘案し算定した予算額でございます。  

 ９款地方交付税、１項地方交付税、１目地方交付税につきましては、普通交付税

が平成２９年度実績を考慮し２５０万円の増加、特別交付税が交付額が年々減少の

傾向にあることから１ ,３００万円の減少を見込み、合わせて１ ,２００万円増加の

３３億８ ,５００万円でございます。  

 ３４ページ、３５ページをごらんください。  

 １５款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入の１節土地建物貸付収入

のうち管財関係土地貸付料６１７万９ ,０００円につきましては、尾鷲市中央駐車

場等普通財産の貸付収入でございます。  

 次ページをごらんください。  

 １７款繰入金、１項基金繰入金、１目財政調整基金繰入金につきましては５億８ ,

００３万３ ,０００円と、前年度と比較して３ ,３２７万１ ,０００円の減少であり、

当初予算の財源として財政調整基金から繰り入れを行うものでございます。  

 ２目減債基金繰入金につきましては６ ,０００万円と、前年度と比較して２ ,５０

０万円の増加であり、平成２４年度借り入れの第三セクター等改革債償還の財源及

び前年度より増加している公債費に対応して基金から繰り入れを行うものでござい

ます。  

 ３目公共施設等基金繰入金につきましては５ ,０００万円と、増加しております

塵芥処理施設の工事請負費の財源として基金から繰り入れを行うものでございます。  

 ４目活性化対策基金繰入金につきましては３０万円と、前年度と比較して２４万

円の増加でございます。  

 ５目熊野古道森林施業対策基金繰入金につきましては、前年度と同額の１００万

円でございます。  

 ６目交通安全対策基金繰入金につきましては４３万９ ,０００円と、前年度と比

較して１ ,０００円の減少でございます。  

 ７目尾鷲みどりの基金繰入金につきましては３ ,１３８万６ ,０００円と、前年度
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と比較して７５１万４ ,０００円の減少であり、尾鷲みどりの基金事業の財源とし

て基金から繰り入れるものでございます。  

 ８目ふるさと応援基金繰入金につきましては９ ,３３４万８ ,０００円と、前年度

と比較して３１５万９ ,０００円の増加であり、平成３０年度の充当事業といたし

ましては資料の２ページをごらんください。  

 資料にありますとおり、医療体制の確保の病院事業会計負担金に４ ,０７０万４ ,

０００円、水産業関連産業の振興のつくり育てる漁業の展開、後継者育成等に５７

９万８ ,０００円、子育て支援の推進の多子世帯支援給付費、子ども医療費助成事

業等に５３９万円、未就学時への支援の障害児保育事業補助金に３ ,９５７万８ ,０

００円、学校教育の充実の防災学習推進、ふるさと教育支援事業に１８７万８ ,０

００円の充当でございます。  

 資料の１ページをごらんください。  

 当初予算の編成時における年度末基金残高見込みは財政調整基金が４億９ ,０８

１万６ ,０００円、減債基金４億２ ,０６６万８ ,０００円、以下記載のとおりとな

っており、基金合計の年度末基金残高見込みは１３億６２７万７ ,０００円でござ

います。  

 予算書にお戻りいただき、３８ページ、３９ページをごらんください。  

 ２項特別会計繰入金、１目後期高齢者医療事業会計繰入金１ ,０００円につきま

しては、繰入金発生を見越しての頭出しの計上でございます。  

 次ページをごらんください。  

 １９款諸収入、５項雑入、１目雑入の２節総務費雑入のうち三重県市町村振興協

会市町村交付金につきましては、２８年度、２９年度の２カ年で交付されました消

防救急デジタル無線整備事業に対する交付金が終了いたしましたので、対前年度比

１ ,３０５万円減の４３０万円でございます。  

 ４４ページ、４５ページをごらんください。  

 ２０款市債、１項市債、１目総務債につきましては、Ｊアラート受信機更新事業

に係る起債としまして２７０万円でございます。  

 ２目民生債につきましては３ ,９５０万円と、前年度比２億８ ,１４０万円の減少

でございます。内容といたしましては、心身障害者医療費助成事業債２ ,６００万

円、緊急通報システム管理事業債２５０万円、子ども医療費助成事業債１ ,１００

万円でございます。  

 ３目農林水産業債につきましては１億８６０万円と、前年度比２ ,７２０万円の
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増加でございます。内容といたしましては、農道整備に係ります県営中山間地域総

合整備事業債７５０万円、農業基盤整備促進事業債３１０万円、林道整備に係りま

す一般林道整備事業債が８００万円、農山漁村地域整備事業債１ ,３３０万円、漁

港整備に係ります水産基盤ストックマネジメント事業債４ ,８５０万円並びに海洋

深層水推進事業債２ ,８２０万円でございます。  

 ４目土木債につきましては７ ,６９０万円と、前年度比２ ,４６０万円の増加でご

ざいます。内容といたしましては、橋梁整備事業債１ ,３６０万円、道路整備事業

債１ ,０００万円、急傾斜地崩壊対策事業債２ ,２００万円、街路整備事業債３ ,１

３０万円でございます。  

 ５目消防債につきましては１ ,６５０万円と、前年度比３７０万円の減少でござ

います。内容といたしましては、三重紀北消防組合で実施の消防車両等整備事業に

係る負担金の起債３９０万円並びに消防団車両等整備事業債１ ,２６０万円でござ

います。  

 ７目臨時財政対策債につきましては３億１００万円と、前年度比４ ,４００万円

増加の計上でございます。  

 続きまして、歳出でございます。  

 ６２ページ、６３ページをごらんください。  

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費のうち財政事務経費１４１万円に

つきましては、需用費３５万６ ,０００円、役務費７ ,０００円及び、一つ飛びまし

て、使用料及び賃借料１３万９ ,０００円は事務執行に必要な消耗品等でございま

す。委託料９０万８ ,０００円のうち固定資産管理公会計システム保守委託料５８

万４ ,０００円につきましてはシステム保守料であり、新地方公会計制度支援業務

委託料３２万４ ,０００円につきましては、統一的な基準による財務書類の作成及

び活用を図るため継続的な支援に係る経費でございます。  

 ６６ページ、６７ページをごらんください。  

 ３目財産管理費は９３８万１ ,０００円と、前年度比６８万６ ,０００円の減少で

ございます。需用費１２１万３ ,０００円の主なものは光熱水費６０万８ ,０００円

で、役務費７４１万４ ,０００円の主なものは次ページをごらんください。市有財

産の保険料６１５万１ ,０００円及び市有地草刈等手数料７０万円でございます。  

 続きまして、４目契約検査費は１０９万３ ,０００円と、前年度比５１万円の減

少となっております。減少の主な要因は、委託料の入札参加登録業務委託料が４７

万４ ,０００円減少の４１万１ ,０００円となったものでございます。  
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 １１８ページ、１１９ページをごらんください。  

 ３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費のうち国民健康保険事業特別

会計繰出金２億１ ,９７３万５ ,０００円につきましては、国保特別会計への繰出金

でございます。  

 １３４ページ、１３５ページをごらんください。  

 ９目後期高齢者医療費のうち後期高齢者医療事業特別会計繰出金４億１ ,６９７

万２ ,０００円につきましては、後期高齢者医療事業特別会計への繰出金でござい

ます。  

 １８２ページ、１８３ページをごらんください。  

 ４款衛生費、５項上水道費、１目上水道整備費は１ ,９４５万１ ,０００円と、対

前年度比４２２万２ ,０００円の減少です。全額、水道事業会計の負担金でござい

ます。  

 ６項病院費、１目病院費は４億７ ,５００万円と、対前年度比２５０万円の減少

です。全額、病院事業会計の負担金でございます。  

 ２３８ページ、２３９ページをごらんください。  

 ７款土木費、５項都市計画費、３目公共下水道費は１０６万４ ,０００円と、前

年度比１１０万円の減少で、全額、公共下水道事業特別会計への繰出金でございま

す。  

 ３０２ページ、３０３ページをごらんください。  

 １１款公債費、１項公債費、１目元金は１０億７ ,９２２万６ ,０００円と、対前

年度比４ ,１６８万８ ,０００円の増加でございます。増加の主な要因は緊急防災減

災事業債及び過疎対策事業債の償還額の増加でございます。  

 ２目利子は７ ,１６０万８ ,０００円と、対前年度比１ ,４９３万９ ,０００円の減

少であり、うち公債費利子は７ ,０７８万６ ,０００円の償還を見込んでおります。  

 次ページをごらんください。  

 １２款予備費、１項予備費、１目予備費につきましては２００万円と、前年度と

同額でございます。  

 第１表歳入歳出予算については以上でございます。  

 続きまして、地方債について御説明申し上げます。  

 １０ページをごらんください。  

 第３表地方債について、目的、限度額については歳入予算の説明のとおりでござ

いますので省略させていただきます。起債の方法は、証書借入、または証券発行、
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利率は年３％以内、償還の方法は３０年以内と定めております。なお、資料の３ペ

ージ、４ページに３０年度当初予算における起債予定の起債科目別の一覧表を添付

しておりますので、後ほどごらんください。  

 財政課からの説明は以上でございます。  

 済みません、説明の中で若干漏れがありましたので、再度説明をさせていただき

ます。  

 ４４ページ、４５ページの教育債の説明が漏れておりました。申しわけありませ

ん。平成３０年度の教育債ですが、スクールバス購入等で２ ,１００万円の借入額

を予定しております。  

 なお、臨時財政対策債は増と申し上げましたが、減の間違いです。済みませんで

した。  

○三鬼（孝）委員長   財政課長から議案第１４号の説明がありました。これに対

して御質疑のある方は御発言願いたいと思います。  

○濵中委員   ３７ページ、３６、３７なんですけれども、財産収入の中で昨年度

はわずかですけれども、土地、建物の売り払いの収入があったんですけれども、こ

としは全く、ないものを聞いて申しわけないけれども、予定がないと見ればいいで

すか。もう全く売れるようなもの、検討するようなものは今年度はなかったのかな

と思いまして。  

○宇利財政課長   検討している物件はあるんですけれども、まだ売れる段階に至

っておりませんので、整備等終わりましたら、少ない面積なんですけれども、公売

にかけようかなというところはございます。  

○濵中委員   じゃ、年内にそれが明らかになるような形もあり得ると。  

○宇利財政課長   はい。事務作業を進めて実際売却となると不動産鑑定等が必要

になってくるかと思いますので、その予算等をお認めいただいた場合、年度内の売

却も可能かと考えております。  

○三鬼（孝）委員長   他に。  

○楠委員   ３７ページで繰入金の熊野古道の関係なんですけど、毎年１００万ず

つ事業の内容があるんですけど、実際これは何をやっているんですかね。  

○宇利財政課長   予算書の２９１ページをごらんください。  

 ２９１ページにございます世界遺産熊野古道保全事業、ここに森林施業をするに

当たって補償補塡及び賠償金の部分が発生した場合、それに充当される費用として

計上しております。  
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○楠委員   執行されなければ減額だと、決算で減額するということですか。  

○宇利財政課長   ３月３１日までの執行ということになりますので、未執行の場

合でも基金に積み戻しをできるかどうかというのは微妙なところなので、翌年にま

た積み戻しをするというところで、不執行の場合はそこの整理をさせていただいて

再度積み戻しをさせていただいております。  

○三鬼（孝）委員長   他にございますか。  

○小川委員   これは教育委員会で聞いたほうがいいのか、どっちで聞いたほうが

いいかちょっと判断しかねるんですけど、先ほどの予算書の４４、４５ページのと

ころでスクールバス購入事業債というのがありますけれども、スクールバスを乗り

かえるとき、耐用年数とかそんなので決めているのか、何年乗って何キロ乗ったら

変えるとか、決まっているんですか。  

○宇利財政課長   スクールバス、通常の公用車のように相当長い期間乗れるもの

ではなくて、やはり今現状、故障が目立ってきております。そこの部分で特に基準

というのは設けていないんですけれども、内容、傷みぐあいを見せていただいて判

断をしております。  

○小川委員   その傷みぐあいというのは誰か判断するんですか。  

○宇利財政課長   厳密にここが傷んだからという部分では今存在しておりません

が、担当課からそろそろ変えないと整備費等大変だという部分が発生した折に予算

化を検討しております。  

○小川委員   この変えるバスというのは何年ぐらい乗っているのか。また、古い

車両というのは、オークションとか、そんなのにかけるんですか。  

○宇利財政課長   古い車両については下取りという部分で新しい購入費と相殺に

なる予定をしておるんですけれども、オークション等にかけて収益が見込めるよう

であれば、その手段も考えていきたいなとは考えております。  

 それから、乗った年数、資料というのは今手持ちがないものですからちょっとわ

かりかねるという御返答になります。  

○三鬼（孝）委員長   他にございますか。  

○仲委員   確認ですけど、過疎債の今現状と今後の県の配分の大体の推移という

のか、今後どういうふうに変化していくかというようなところがわかれば、ちょっ

とだけ説明いただきたいんですけど。  

○宇利財政課長   過疎債の現状についてなんですが、予算書の３１８ページをご

らんください。  
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 表の二つ目、過疎対策事業債という部分が２８年度の借り入れ済みのもの、２９

年度の現在高見込み、これはあくまで見込みで、借り入れは終わっておりません。

それから、３０年度の当初予算に乗せている状態を記載させていただいております。

これが現状です。  

 今後の展開についてなんですけれども、あくまで２億程度の基準的な数値という

ものは現状まだ変わっていないんですが、残りの部分については他市町の尾鷲市よ

りも財政力指数の悪い自治体の借入状況で配当額が変わってきますので、現状にお

いてはわかりにくい状態、これは今後も続いていくのかなというふうに考えており

ます。  

○三鬼（和）委員   予算書の１０ページなんですけど、３表地方債の中の臨時財

政対策債が３億１００万か、本年度、財調が厳しい中で約３億、この対策債を使っ

ているんですけど、今後は大丈夫なんですか。財調がほとんど底をついておる状態

で、相当な頼りの財源だと思うんですけど、見通し的というか、国の方針的には何

か示唆されておるとかはないんですか。現状としてはこれまでどおりなんですか。

いかがですか。  

○宇利財政課長   平成３０年度の地財計画において若干の減少という部分の予算

立てがされておりますので、これはほとんどリンクというものが多いという部分で

減少とさせていただいているんですが、今後についてはやはり国税４税等の交付税

の財源という部分がかかわってきて、国の景気動向に物すごくかかわってくる部分

だと思います。国税４税のほうが減少となった場合は臨時財政対策債がふえると。

そのかわり、交付税の部分が減るというリンクとなっております。交付税と合わせ

て考えると、現状、減少傾向かなというふうな、確かなものというのは出ていない

んですが、減少傾向にあるのではないかというふうに考えております。  

○三鬼（和）委員   減少傾向、私もその辺を危惧するというか、思うんですけど、

先ほどの仲委員のものに関しても合併特例債等が終わる時期になるとあれするとい

うか、数がふえてきた中では相当厳しくなるということが想定されるのではないか

なと思うんですけど、その辺について見通しというか、どう考えておるのかという

のを。  

○宇利財政課長   合併特例債については延長をという形でここのところ来ている

んですけれども、すぐに廃止というのは国のほうとしてもなかなか難しい方向かな

とは思うんですが、もちろん合併特例債がなくなった場合は、終わった場合はその

分が過疎債に回ってくるということになりますので、相当に厳しい状況になるだろ
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うなというふうな理解をしております。  

○三鬼（孝）委員長   他にございますか。  

○奥田委員   一つ教えてほしいんですけど、基金で例えば財調なんかだと予算規

模の１０％は最低持っておいてほしいとか、よく言われるじゃないですか。減債基

金はどうなんですか。  

○宇利財政課長   今現状、理解している範囲の中においては、減債基金というも

のの適正な積立額という指針は私どもとしては理解していないというところです。  

 それから、財政調整基金についての１０％という部分も、過去、標準財政規模の

１０％という部分は明示されていたんですけれども、最近はその明示の部分も外に

は出てきていないというのが現状だと思います。  

○奥田委員   減債基金って地方債の償還のために、返済のための基金やと思うん

やけれども、今回６ ,０００万ぐらい取り崩しておるじゃないですか、４億８ ,００

０万あったやつが４億２ ,０００万という形で。これは１００億以上地方債がある

中で健全とは言えんと思うんやけれども、予算がなかなか組みにくかったというこ

となのかなと思うんやけれども、正常じゃないよね、これ。減債基金、この段階で

６ ,０００万取り崩すというのは。  

○宇利財政課長   財政的に厳しいというのは委員の御指摘どおりという部分なん

ですが、ここ一、二年がここ５年ぐらいの中では最も高い数値になるかと思います、

起債償還額がですね。１０年先、２０年先は今後の借り入れがありますのでちょっ

と確かなことは現状でお話はできないんですが、借り入れから元金の償還が発生す

るのが１年以上３年未満ぐらいで発生していくのを考えると、ここ５年間の中では

ここ一、二年が最も公債費の償還額が高くなる年ではないかというふうに考えてお

ります。そこの調整の部分として今年度、来年の話をするのはちょっとまだ早いん

ですが、来年度も検討する必要がある。取り崩しじゃないかなというふうに考えて

おります。  

○奥田委員   来年の話をすると鬼が笑うと言われますけど、来年も減債基金を取

り崩すんですね。そうしないと予算を組めんということかな。でも、これ、異常事

態ですよね。そういうことをもうちょっときちっと説明してください。  

○三鬼（孝）委員長   他にございますか。  

○野田副委員長   ３５ページのところで、ちょっと金額の小さい話なんですけれ

ども、尾鷲中央駐車場の話をされたと思うんですが、違っていましたかね。１万１ ,

０００円、福祉ですか。土地建物貸付収入のところで。  
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○宇利財政課長   財政課の担当部分としては一番上の管財関係土地貸付料６１７

万９ ,０００円でございます。  

○三鬼（孝）委員長   他にございますか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○三鬼（孝）委員長   なければ、これで財政課の予算審議は終了いたします。御

苦労さまでした。  

 暫時休憩します。  

（休憩  午前１０時４６分）  

 

（再開  午前１０時５２分）  

○三鬼（孝）委員長   それでは、休憩前に引き続き委員会を再開いたします。  

 それでは、総務課に係る議案第２０号の審査をしていただきたいと思います。  

 説明を求めます。  

○下村総務課長   それでは、議案第２０号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予

算（第５号）のうち、人件費及び総務課に係る補正予算について予算決算常任委員

会進行表に基づき御説明させていただきます。  

 補正予算説明書の１２、１３ページをごらん願います。  

 歳入ですが、１３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金、補正

前の額１ ,６８１万６ ,０００円に対し１３６万円を増額補正し、予算現額を１ ,８

１７万６ ,０００円とするものであります。このうち総務課分といたしましては、

説明欄にあります社会保障・税番号制度システム整備費補助金で、これは第２号補

正で増額補正した総務省分に加え、今回、厚労省分１３６万円を増額するものであ

ります。  

 １６、１７ページをごらん願います。  

 １９款諸収入、５項雑入、１目雑入、補正前の額７ ,７５２万円に対し３１２万

８ ,０００円を増額補正し、予算現額を８ ,０６４万８ ,０００円とするものであり

ます。このうち総務課分といたしましては２節総務費雑入の職員研修助成金２万１ ,

０００円の減額補正で、これは本年度の研修参加者が当初見込みを下回ったことに

よる減額であります。  

 次に、歳出ですが、人件費につきましては全ての費目にまたがりますので、別紙

資料にて御説明いたします。  

 資料の１ページをごらん願います。  
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 この資料は一般会計の目別の給料、職員手当等について記載させていただいてお

ります。  

○三鬼（孝）委員長   課長、説明の途中ですけれども、市民の方が委員会を傍聴

したいという要望がありまして、よろしいですか、許可して。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○三鬼（孝）委員長   どうぞ。  

 課長、どうぞ。  

○下村総務課長   まず、給料７２万２ ,０００円の減額補正ですが、これは病気休

暇により休職となっている職員の復職がおくれたことによる減額であります。  

 次に、職員手当でございますが、時間外手当の減額につきましては昨年６月……。  

○三鬼（孝）委員長   課長、マイク。  

○下村総務課長   １０月の衆議院議員選挙の精算による減額が主なものでありま

す。  

 なお、本委員会所管の補正予算の中で人件費については総務課において一括して

予算計上していますので、各課における人件費の内容につきましては割愛させてい

ただきます。  

 続きまして、人件費以外の総務課に係る補正予算について御説明いたします。  

 予算書に戻っていただき、２２、２３ページをごらん願います。  

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、補正前の額６億９ ,７０９万３ ,

０００円に対し１ ,７１２万６ ,０００円を減額補正し、予算現額を６億７ ,９９６

万７ ,０００円とするものであります。  

 総務課分の補正の内訳といたしましては、人事管理経費が１２４万３ ,０００円

の減額補正であります。１３節委託料８５万８ ,０００円の減額補正は職員健康診

断受診者及び職員採用試験の受験者の確定による減額であります。１４節使用料及

び賃借料３３万５ ,０００円の減額補正は、５カ月間の副市長不在に伴う公舎借り

上げ料の減額であります。  

 次に、職員研修事業２万１ ,０００円の減額は１９節負担金、補助及び交付金の

減額で、例年、滋賀県の研修施設で実施しておりますリーダー研修受講者の確定に

伴う減額であります。  

 次に、総務一般管理経費１５７万１ ,０００円の減額補正は、主なものといたし

ましては１１節需用費が公用車等の修繕料が８万９ ,０００円、１２節役務費で電

話料５０万円が精査による減額で、１８節備品購入費は公用車及び高速印刷機の入
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札執行に伴う減額であります。  

 次に、情報化推進事業８２４万１ ,０００円の減額補正の主なものは、次のペー

ジにまたがりますが、１２節役務費では庁舎パソコン２９１台のデータ消去及び廃

棄手数料が入札により１１５万６ ,０００円の減額、１３節委託料６６１万７ ,００

０円の減額は庁内システムサポート保守委託料が入札により５３万１ ,０００円、

税番号制度対応システム改修委託料がマイナポータル連携対応改修が不要となった

ことにより５１７万４ ,０００円、庁内ネットワーク改修業務委託料が改修内容の

変更により７０万４ ,０００円、メールシーラー及び紙折り機保守業務委託料が入

札により２０万８ ,０００円、それぞれ減額となりました。１８節備品購入費の減

額はメールシーラー及び紙折り機購入の入札差金であります。  

 次に、情報公開の減額補正につきましては、委員会における審議事項等がなく、

開催回数が当初見込みを下回ったため、委員の報酬、旅費を記載のとおり減額する

ものであります。  

 庁舎管理経費３２４万２ ,０００円の減額は、１１節需用費で１３０万円、空調

機、給排水設備の修繕料が予算額を下回ったものであります。１３節委託料１８０

万７ ,０００円の減額補正につきましては、入札執行に伴う庁舎耐震診断業務ＰＣ

Ｂ使用機器調査業務委託料の減額であります。  

 次に、行財政改革推進事業の減額補正につきましては、審査会、委員会における

審査事項等がなく、開催回数が当初見込みを下回ったため、委員の報酬、旅費を記

載のとおり減額するものであります。  

 次に、２６、２７ページの公平委員会経費１４万３ ,０００円の減額補正は、委

員会における審査事項等がなく、開催回数が当初見込みを下回ったため、委員の報

酬及び東海支部総会、三重県連合会総会に出席できなかった委員の旅費、総会出席

負担金の減額であります。  

 続きまして、選挙管理委員会の補正予算について御説明いたします。  

 １４、１５ページをごらん願います。  

 歳入ですが、１４款県支出金、３項委託金、１目総務費委託金、補正前の額４ ,

３６４万３ ,０００円に対し６８７万円を減額補正し、予算現額を３ ,６７７万３ ,

０００円とするものであります。３節選挙費委託金６８７万円の減額補正は、平成

２９年１０月２２日に執行された第４８回衆議院議員総選挙の完了に伴う県委託金

の精算による減額であります。  

 次に、歳出ですが、２８、２９ページをごらん願います。  
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 ２款総務費、４項選挙費、２目市長選挙費６０５万３ ,０００円、次のページの

３目市議会議員選挙費１ ,７４２万１ ,０００円、次のページ、４目衆議院総選挙費

６３８万７ ,０００円の減額補正は、精算による事務事業費の減額であります。  

 以上で、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第５号）の説明とさせていただ

きます。  

○三鬼（孝）委員長   続いて、議案第１４号の説明を求めます。  

○下村総務課長   続きまして、議案第１４号、平成３０年度尾鷲市一般会計予算

の議決についてのうち人件費及び総務課に係る予算について御説明いたします。  

 予算書の２８、２９ページをごらん願います。  

 歳入ですが、１４款県支出金、１項県負担金、１目総務費県負担金、本年度予算

額９５万３ ,０００円、１節の総務管理費負担金の特例事務処理交付金で、これは

電子署名に係る地方公共団体の認証業務に関する法律など、権限移譲に伴う事務処

理に対する交付金であります。  

 次のページ、２項県補助金、３目衛生費県補助金、本年度予算額９３０万８ ,０

００円、総務課分といたしましては２節の清掃費補助金３３０万４ ,０００円のう

ち１９万８ ,０００円で、漂流船舶解体処理に係る海岸漂流物等対策事業補助金で

あります。  

 ３４、３５ページをごらん願います。  

 １５款財産収入、１項財産運用収入、１目財産貸付収入、本年度予算額１ ,９９

４万３ ,０００円、総務課分といたしましては１節の土地建物貸付収入のうち一番

下の総務課関係貸付料２４万７ ,０００円で、職員組合事務所貸付料が主なもので

あります。  

 ４０、４１ページをごらん願います。  

 １９款諸収入、５項雑入、１目雑入、本年度予算額３ ,２７９万９ ,０００円で、

２節の総務費雑入のうち総務課分は９１８万９ ,０００円で、給与計算等に係る水

道事業会計負担金、生活年金プラン事務費、互助会館電気使用料、共同キャッシン

グサービス設置料、総合住民情報システム利用負担金が主なものであります。  

 続きまして、歳出ですが、人件費につきましては全ての費目にまたがりますので、

別紙資料にて御説明いたします。  

 資料の２ページ、Ａ３のサイズの大きいやつですが、この資料は１款の議会費か

ら９款の教育費までの一般会計と国保、後期高齢者特別会計、水道会計ごとに目別

の給料、職員手当等について記載させていただいております。表内職員数の増減は
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前年度当初との比較で、退職者と新採職員との差し引き、他会計への異動等による

増減でございます。  

 まず、給料ですが、一般会計、特別会計、水道会計の合計で７億３ ,９７８万円

となり、前年度と比較しますと７１万７ ,０００円の増額となります。これは退職

職員と新規採用職員との給料の差額と定期昇給による増額分の相殺によるものであ

ります。  

 次に、職員手当でございますが、本年度予算額は４億２ ,６１５万１ ,０００円で、

前年度と比較しますと６２０万９ ,０００円の減額となります。内訳といたしまし

ては、扶養手当が子に対する配分額が増額になったことにより１２０万６ ,０００

円の増額、人事院勧告により期末勤勉手当が７７３万５ ,０００円の増額となりま

す。時間外手当につきましては例年と同様に給料の４％を計上しておりますが、前

年度は市長及び市議会の選挙を予定し予算計上していましたが、本年度は統一地方

選挙が年度をまたぐということで、前年度と比較しますと４１７万４ ,０００円の

減額となります。  

 次に、退職手当ですが、一般管理費で１ ,９７３万２ ,０００円、水道部の退職引

当金が前年同様４４５万６ ,０００円の計上となり、前年度と比較しますと１ ,１０

６万８ ,０００円の減額となります。  

 また、共済費につきましては、職員の増員及び年金の一元化により追加費用の負

担率が上がったことにより、前年度と比較して８６４万６ ,０００円の増額となり

ます。  

 なお、本委員会所管の予算の中で人件費については総務課において一括計上して

おりますので、各課における人件費の内容につきましては割愛させていただきます。  

 また、資料の一番最後、資料３、人件費の決算及び見込みを添付してございます

ので、後ほど御参照願います。  

 続きまして、人件費以外の総務課に係る予算について御説明いたします。  

 予算書の５０、５１ページをごらん願います。  

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、本年度予算額６億２ ,８２９万

７ ,０００円、前年度と比較して９２５万４ ,０００円の減額となります。財源内訳

といたしましては、児童虐待・ＤＶ対策等支援事業費国庫補助金ほか国県支出金が

４６５万７ ,０００円、その他といたしましては国保会計など総合住民情報システ

ム利用負担金ほかで１ ,１０９万９ ,０００円、その他が一般財源となります。  

 人件費以外の支出としては人事管理経費の５１４万４ ,０００円で、主な支出と
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いたしましては、９節旅費５７万１ ,０００円、職員採用試験面接官旅費が３万３ ,

０００円、県との人事交流、後期高齢者医療広域連合等への職員派遣特別旅費が２

５万２ ,０００円、災害被災地派遣旅費が２８万６ ,０００円となります。この災害

被災地派遣旅費につきましては、災害等において被災した自治体から応援要請があ

った場合の職員派遣旅費支出で、職員２名、７泊８日を計上しております。次のペ

ージ、１３節委託料２０４万円で、職員健康診断委託料が１６９万８ ,０００円、

職員採用試験委託料が３４万２ ,０００円となります。次に、１４節使用料及び賃

借料１５１万１ ,０００円は、後期高齢者医療広域連合派遣職員及び県との人事交

流職員の公舎借り上げ経費が主なものであります。  

 次に、職員研修事業費９２万６ ,０００円、それぞれ職員研修に係る経費であり

ます。別冊の主要施策の予算概要の７ページをごらん願います。  

 対象を職員としており、定員削減などの行政改革に取り組む中、多様化する住民

ニーズの対応や市民サービスの向上を図るため、職員研修を強化し、資質向上を目

的としています。主な支出は、９節旅費３１万８ ,０００円で研修会参加旅費、１

３節委託料４３万２ ,０００円は、係長級以上を対象とした人事評価者研修のほか、

全職員を対象とした階層別研修委託料が主なものであります。財源内訳といたしま

しては、諸収入の三重県市町村振興協会からの助成金４万２ ,０００円以外は全て

一般財源となります。  

 予算書に戻りまして、５２、５３ページをごらん願います。  

 総務一般管理経費５ ,３２６万９ ,０００円、主な支出といたしましては、８節報

償費４５万円、顧問弁護士に対する報償費であります。９節旅費１４万円は、本市

同様、財政が厳しい中、老朽化が著しい庁舎の建てかえを、ＰＦＩを活用して建設

した岩手県紫波町への旅費支出であります。次のページにまたがりますが、１１節

需用費６３７万７ ,０００円、条規類集等書籍の追録代、印刷用資材、公用車ガソ

リン代、公用車の修繕料が主な支出となります。１２節役務費４６５万９ ,０００

円、庁舎電話代等の通信運搬費ほか説明欄のとおりでありますが、漂流船舶解体処

理手数料２４万９ ,０００円は、今回、環境省の補助を受けて総務課で保管してい

る漂流船舶３隻の処分費であります。１３節委託料３ ,１８１万６ ,０００円は、条

規類集の追録加除委託料、公用車集中管理業務委託料ほか、人事給与、文書管理シ

ステムの保守委託料でございます。１４節使用料及び賃借料６２３万７ ,０００円

は、複合機使用料のほか、人事給与システム借上料、有料道路通行料が主な支出で

ございます。次のページ、１８節備品購入費３５５万１ ,０００円は、公用車２台
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の更新を予定しております。  

 次に、情報化推進事業６ ,７４９万円ですが、これにつきましても、別紙、主要

施策の予算概要の８ページをごらん願います。  

 対象を市民及び職員として、計画的で効率的な行政運営を図るとともに、電子自

治体の実現や個人情報の適切な管理を目的としています。  

 主な支出といたしましては、１１節需用費９４万１ ,０００円、老朽化しており

ます本庁舎内ＬＡＮ配線張りかえ修繕料が主なものであります。１３節委託料３ ,

８４６万８ ,０００円、庁内システムサポート保守、番号制度対応システム及び庁

内ネットワーク改修委託料、財務会計システムサポート保守委託料が主な支出であ

りますが、本年度はファイル無害化システム関係の委託料を新たに予算計上いたし

ました。本市では情報セキュリティー対策として、現在、住民情報を取り扱う基幹

系ネットワークとグループウエアや財務会計システム等を取り扱うＬＧＷＡＮ系ネ

ットワーク、県のセキュリティークラウドを経由するインターネット回線の３系統

を物理的に分離していますが、市民の皆様や関係機関とのメール及びインターネッ

ト情報は専用の端末やＵＳＢメモリーを用いる必要があり、職員の業務効率が停滞

しています。その改善のため、内部事務端末側にウイルスを除去し取り込めるファ

イル無害化システムを導入するものであります。次に、１４節使用料及び賃借料２ ,

５４８万９ ,０００円、インターネット、財務会計システム、総合住民情報システ

ム借上料のほか、パソコン２７５台のリース料が主な支出であります。１９節負担

金、補助及び交付金２５９万２ ,０００円、主な支出は国と自治体をつなぐ中間サ

ーバーの維持負担金２０３万円で、自治体の規模により負担金が算定されておりま

す。財源内訳といたしましては、特別会計、公営企業会計からシステム利用負担金

７４０万７ ,０００円、その他が一般財源となります。  

 予算書に戻っていただき、５８、５９ページをごらん願います。  

 情報公開６６万３ ,０００円は、情報公開、個人情報保護及び行政不服審査会に

関する経費で、主な支出といたしましては、１節の報酬２５万円、９節旅費４０万

４ ,０００円を計上いたしました。  

 次に、庁舎管理経費２ ,４８１万１ ,０００円ですが、これにつきましても、別冊

の主要施策の予算概要の９ページをごらん願います。  

 対象を来庁する市民及び職員とし、来庁者の安全性、利便性確保と職場環境の維

持を目的としています。事業の内容といたしましては、ごらんのように老朽化して

いる庁舎の電気、水道代、修繕料ほか、庁舎清掃業務、警備業務等の支出が主なも
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のとなりますが、この中でＰＣＢ処理関係予算を昨年度より計上しておりますが、

ＰＣＢについて御説明いたします。  

 ＰＣＢとは、ポリ塩化ビフェニルのことで、戦後、電気機器のトランスやコンデ

ンサー、蛍光灯の安定器などに利用されていましたが、その後、毒性が強く、人に

対して発がん性のおそれ、内臓障害のおそれが高いという点が社会問題となり、昭

和４７年に製造が中止となりました。本市では、平成１３年のＰＣＢ特措法施行に

伴ってＰＣＢ使用製品の調査、撤去を実施しましたが、当時、国内でＰＣＢの処理

施設がなく、全国の自治体や事業所は処理施設が稼働するまで保管することとなっ

ていました。このような中、平成２８年度に処理施設が稼働したことにより、本市

においても法にのっとったスケジュールにより処理手続を開始するものであります。  

 予算書に戻りまして、６２、６３ページをごらん願います。  

 行財政改革推進事業１７万４ ,０００円は、第４次行財政改革大綱及び集中管理

プラン策定に係る経費を計上いたしました。予算の内訳といたしましては、委員長

初め７人の委員に対する報酬と委員会出席旅費が主なものであります。  

 次のページ、臨時職員経費８ ,７１６万３ ,０００円、各出張所ほか臨時職員の社

会保険料等及び賃金であります。  

 次に、いじめ問題調査委員会費１９万３ ,０００円ですが、これは平成２８年第

１回定例会でお認めいただいた尾鷲市子どものいじめの防止等に関する条例にあり

ます尾鷲市いじめ問題調査委員会の委員報酬と旅費であります。本委員会は、重大

事態への対処として、いじめ問題対策連絡協議会、いじめ問題対策会議を経て、学

校、または学校設置者が行った調査に対して再調査を弁護士や心理、福祉の専門家

が行うものとなっています。  

 予算書の８０、８１ページをごらん願います。  

 ８目公平委員会費、本年度予算額１７万円、主な支出といたしましては、３名の

委員報酬、東海支部総会研修会出席旅費であります。  

 続きまして、９２、９３ページをごらん願います。  

 １４目諸費、本年度予算額９３２万６ ,０００円、前年度と比較して１０３万円

の減額となります。総務課分といたしましては、次のページにあります総務管理費

負担金１８０万円のうち８万７ ,０００円で、三重県社会保険協会、三重県安全運

転管理協議会、安全運転管理者講習会、紀北自家用車協会、三重県自治研究センタ

ー、平和首長会議の年会費支出であります。  

 次に、債務負担行為について御説明いたします。  
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 ９ページをごらん願います。  

 総務課分といたしましては、文書管理システム機器保守委託、グループウエアシ

ステム機器保守委託、ファイル無害化システム機器保守委託の３件で、いずれも来

年度以降における事業の円滑な執行のため債務負担行為を設定するもので、期間、

限度額は記載のとおりであります。  

 続きまして、選挙管理委員会、よろしいでしょうか。  

○三鬼（孝）委員長   はい。  

○下村総務課長   選挙管理委員会ですが、予算書の３２、３３ページをごらん願

います。  

 １４款県支出金、３項委託金、１目総務費委託金３ ,８５２万４ ,０００円、選挙

管理委員会分といたしましては３節の選挙費委託金７８５万１ ,０００円で、三重

県知事選挙及び三重県議会議員選挙執行委託金が主なものであります。  

 １０４、１０５ページの歳出、４項選挙費、１目選挙管理委員会費、本年度予算

額１０１万５ ,０００円、前年度と比較して７万１ ,０００円の減額となり、財源内

訳は在外選挙特別経費県委託金１ ,０００円と一般財源が１０１万４ ,０００円とな

ります。  

 事務局経費１０１万５ ,０００円の主な支出は、１節報酬の６３万８ ,０００円、

委員長初め４名の年額報酬で、９節旅費２万７ ,０００円は東海支部総会ほか会議

出席旅費であります。次のページ、１９節負担金、補助及び交付金１４万５ ,００

０円は、説明欄にありますように、所属する団体等に対する負担金支出であります。  

 ２目三重県知事選挙費、本年度予算額４６０万円、財源内訳は全て県委託金とな

ります。本予算につきましては、平成３１年４月７日に予定している三重県知事選

挙執行経費であります。告示日が３月２１日となることから、３月３１日までの執

行経費を計上させていただきました。  

 次のページをごらん願います。  

 ３目三重県議会議員選挙費、本年度予算額３２５万円、財源内訳は全て県委託金

であります。本予算につきましても三重県知事と同日選挙を予定しています三重県

議会議員選挙に係る経費で、３月２９日が告示日となることから、３１日までの執

行経費を計上させていただきました。  

 債務負担行為について御説明いたします。  

 ９ページをごらん願います。  

 選挙管理委員会分といたしましては、三重県知事選挙事務費、三重県議会議員選
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挙事務費の２件で、いずれも選挙ポスター掲示板の撤去費を計上しています。  

 以上で平成３０年度当初予算の御説明を終わらせていただきます。  

○三鬼（孝）委員長   総務課長から議案第２０号、第１４号の説明がございまし

た。あわせて御質疑を願いたいと思います。よろしくお願いします。  

○濵中委員   新年度の予算書の５３ページなんですけれども、職員研修事業です

ね。今聞いておっても全体に物すごく予算を絞って絞って上げておるなという気は

するんですけれども、今回、職員研修事業に関しましては大体３０万ぐらいの減額

かなと思うんですけど、その中でも研修委託料のあたりがかなり絞られてきておる

んですよ。昨年度も交通事故が多かったりとか、いろんな面で職員の研さんを積む

機会というのを求められるような場面があったと思うんですけれども、やはり絞る

ところ、絞ってはいけないところというのがあるのではないかなという気がするん

ですね。補正のほうでも研修費が参加見込みを下回ったことで減額というような説

明がありましたので、この職員研修に対する考え方というか、積極的にやっていた

だきたいなという部分なんですけれども、どういった減額の今回の形というあたり、

説明をもうちょっといただければなと思うんですけど。  

○下村総務課長   今年度は前年度と比較しますと委託料が減額となっております。

委員御指摘のように、職員の安全運転、交通安全に関しまして全体研修をと要請し

ておりましたが、安全運転協議会のほうから無料で、うちも会員になっておるとい

うことで無料で講師派遣が可能ということになりましたので、通常、毎年、講師を

３件から４件呼んでおりましたが、その分が減額になったということと、あと、年

間３０件程度の職員研修を実施しております。延べでいいますと４５０名ぐらいが

参加しておるということで、特に尾鷲市の場合、県の市町村協議会のほうの研修に

職員を派遣しておるんですが、これについては津ですので旅費もかからないという

ことで経費の削減に努めておると。問題は滋賀県のほうでやっておる研修につきま

しては、３泊４日とか、２泊３日ということになりまして、業務的にも忙しいとい

うことで、この辺について期間とか研修時期を総務課のほうで精査しながら、比較

的参加しやすい時期を狙って、ただ、研修項目というのは年度計画でありますので、

なかなか予定しておった職員が業務の都合で急に行けなくなったというようなこと

もありますので、そういった職員については翌年度必ず出席させるというような体

制をとっております。  

○濵中委員   ありがとうございます。  

 開催件数が減るのでなければ、それはそれでええのかなと。そういった経費を節
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約できるような形の研修が行われるということは歓迎かなと思いますし、健康診断

においても補正のほうでも減額がありました。健診なんかもきちっと全職員が受け

られるような、そういった管理のほうもお願いしたいなと思いますので、やはり体

調管理と、あと、人材の能力育成というあたりに関しましては総務のほうでぜひ力

を出していただきたいなと思うところなので、そこは要望しておきます。  

○下村総務課長   健康診断におきましては総務課のほうで全職員が受診するとい

うことで、近年、個人で人間ドックみたいなのに行きますと、そういう人間ドック

を受診された職員は臨時職員と同じような検査項目の少ない健診になるということ

で単価のほうがちょっと安くなるというような形で、また、今週になりまして、い

わゆるメタボの個別面談も実施しております。  

○三鬼（和）委員   職員研修に関連してなんですけど、総務産業でも説明があり

ましたけど、予算に関連してなんですけど、やはり心というのか、臨床心理学とい

うのか、大学の先生なんかのそういった研修なんかもあるみたいなんですけど、も

う少し民間の社会保険労務士であるとか、労務コンサルタントというか、そういっ

たものからメンタルヘルス研修を取り入れるべきだと思うんですけど、そういった

考えはないんですか。  

○下村総務課長   総務課のほうで各種研修テーマをいただいてお願いしておると

ころなんですが、大体１回の研修単価が講師謝金というのが２０万円プラス消費税

ということで、そのあたりでピックアップしておるような状況です。ただ、私も何

十年も受講しておりますとちょっとこの講師はなというようなこともありますが、

我々もすばらしい講師の研修を受けたらとなるとやはり４０万、５０万とかなり高

額の講師謝礼が必要になってくるということで、その辺につきましても回数を減ら

すのか、中身の濃いやつにするのかということも今後研究させていただきたいと思

っております。  

○三鬼（和）委員   車の運転にしてでも、議会からの指摘というか、あれで具体

的に行うようになったように思うんですけど、この際、私なんかも福祉保健課が行

った鬱というか、そういったところからの大学の先生の研修というのか、講演会な

んかも聞いたことがあるんですけど、最近は民間でも積極的に労務士なんか、女性

の労務士なんかもいますし、男女いますということから、そういった研修、心理学

的な研修が多いようなところやもんで、ぜひ検討していただきたいなと思うんです。  

 それと、もう一点なんですけど、５９ページにＰＣＢの件で手数料が出ておりま

したけど、まだ古いこういったものがあるんですか、市の公共施設の中に。  
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○下村総務課長   ほぼ撤去して、今、一括して集約して保管しております。来年

度には尾鷲市の順番が来て処理できると思っております。  

○三鬼（和）委員   一括して保管されておるようですけど、平成１３年度から始

まったことですので、ぜひ庁舎内に使用しておるのがあるのでしたら徹底的にやる

べきだと思うし、保管しておるのも、どうですか、保管のチェックとか、保管の数

量とか、そんなのは年度でチェックとか確認はされておるんですか。  

○下村総務課長   保管しておるＰＣＢの数は全てチェックしました。その数によ

って処理手数料という金額が決まってきておりますので、専門業者がチェックして

いただいて安全に保管させていただいております。  

○三鬼（和）委員   これは手数料の関係で処理がおくれておるということは関係

ないんですか。その辺だけ。  

○下村総務課長   処理施設が全国になかって、各自治体、事業所もずっと保管し

ておったと。それが２８年に処理施設ができたということで、ただ、全国ですので、

国や県のほうで順番を決めていただいて、尾鷲市の場合は３１年度には順番が来る

というような状況になっております。  

○奥田委員   新年度予算のほうで５３ページのところの旅費１４万円、これは三

鬼和昭委員も質疑されておったことですけど、庁舎の建設においてＰＦＩを利用す

るということですか。それの視察ということで岩手へ行かれるということでしたけ

ど、庁舎の建設、ＰＦＩというのは民間の資金を使うということだと思うんですけ

ど、それを今考えているということなんですか。  

○下村総務課長   いろんな手法があると聞いております。ＰＦＩやＰＰＰとか、

いろいろあるということで、うちの耐震診断の結果を待ってなんですけど、耐震補

強になるのか、建てかえになるのか、既存の国や県の施設を利用させてもらうのか

というようないろいろなシミュレーションを市民議会の場へ出すためにもこういう

手法もあるのかということを調査したいということで旅費を計上させていただきま

した。  

○奥田委員   有益なものにしてくださいね。調査というと、これまでも学校統合

の問題があったじゃない、三木小と三木里小の。それでも調査費を百二、三十万か

けて結局無駄になったじゃないですか。その前も尾鷲中学校のプールを直すんやと

いう話で、あれも１００万円やったかかけて結局無駄になって、あれも財政が厳し

いからと結局調査したはええけれども、財政的な理由で断念したとか、その前にさ

かのぼってみると、浄化槽のＰＦＩもあったじゃないですか。やるというて、あれ
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も５００万ぐらい、数百万をかけて、その前やと道の駅のあれも何百万とかけて結

局やらなんだ。調査、調査、調査で、もう本当にヤーヤじゃないけど、本当に調査

ばかりやってきて全部無駄に、全部とは言わないけれども、ことごとく最近無駄に

なっておることが多いんですよね。だから、ＰＦＩのこういう議論ってまだ全然委

員会でもしてもらっていないと思うんですけど、有益なものにしてくださいね。行

ったはええけれども、やっぱりやめましたと、そういう報告だけは単純にしないで

くださいね。それだけ総務にお願いしておきますわ。  

○下村総務課長   愛知県の高浜市のほうもＰＦＩで建設したということでもあり

ますので、高浜市であれば公用車で行って帰ってこられますので、そういったもの

については関係課、例えば財政課とか建設課と一緒に行くことも可能ですので、そ

の辺も新年度で調査に行ってきたいと思っておりますので、調査した結果は当然報

告させていただきたいと思っております。  

○奥田委員   じゃ、今のところ、総務としてはＰＦＩという形、この手法を利用

して庁舎建設をやるということなんですかね。  

（「調べてみなわからへん」と呼ぶ者あり）  

○奥田委員   調べてみなわからんといっても、やっぱり調査費をまたかけるわけ

やもんで、それなりの結果を出してもらわんことには、調査したはええけれども、

やっぱりだめでした。本当に無駄になっているんですよ、最近は本当に。さっきも

言いましたけど、調査費、調査費で全部無駄になっておるじゃないですか。高浜市

も行かれると。岩手も行くということであれば、総務としてはＰＦＩを第一に今考

えているということなんやろうね。そうやないと、選択肢の一つということでこう

いう調査をするということで、１４万円やけれども、高浜市も行かれるわけでしょ

う。だから、そういう労力もかかるし、そういう意味でＰＦＩを第一ということで

はないんですか。選択肢の一つということかな。  

○下村総務課長   先ほども言いましたように、いろんな手法があるということで、

ＰＦＩも一つの選択ということで、我々もこういう方式がありますというのを市民

や議会に示していきたいと。その中の一つとしてＰＦＩ、ＰＰＰがあるということ

で、それを調査研究に行かせたいということであります。  

○奥田委員   これで最後ですけれども、調査するのはええけど、今はインターネ

ットもあるわけやもんである程度のことは調べられるわけじゃないですか。ＰＦＩ

って浄化槽の件でちょっと違和感というか、抵抗感が僕はあるんやけれども、中に

はこれを使ってやっているところも、今、岩手とか高浜市の例もありましたけれど
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も、使っている例もあるので、よい使い方もあるのかなという感じもするけれども、

やっぱり過去に浄化槽の問題でＰＦＩで潰れていますからね。ですから、その辺の

ことを踏まえて慎重にやってもらわないと、いきなり僕もＰＦＩと聞いてびっくり

したんですけど、この前、質疑の中でいきなり出てきたもんでね。だから、その辺

のところ、進捗状況、本当にこれから委員会等で教えてくださいね、その辺。急に

出てきたもんで私もびっくりしたんですけど、ほかの委員さんもそうやと思います

けど、ぜひお願いしますわ、その辺。  

○下村総務課長   うちのほうとしても総務省のホームページの中でこういう自治

体がこういうことで庁舎建設をしたというような資料を集めまして、やはり担当者

にどういう経緯でＰＦＩを活用したのか、ＰＦＩのメリットは何なのかというよう

なことをお聞きしたいと。昨年も新宮市役所さんが建設されたということで、うち

の職員と建設課の職員が当時の担当者の方のお話を聞いて、いろいろ苦労も聞いて

おりますので、やっぱり担当者のお話を聞くのも一つ実になるのではないかと考え

て今回の予算計上になりました。  

○村田委員   今の奥田委員の質問に関連してなんですけど、これはＰＦＩの可能

性の調査だと思うんですけれども、私はちょっと違った考えがありまして、ＰＦＩ、

いろんなことを調査して市民の前に示すということは、これは結構なんですけれど

も、やっぱり尾鷲市の行政というのは、調査はこの耐震診断をして、耐震の工事で

いけるのか、あるいは建てかえなのかということでしか私は選択肢を設けていない

のではないかなと、こういう感じがするんですね。ですから、いろんな方法がある

というのであれば、いろんな施設に移設をするとか、それぞれ可能性を探って、あ

らゆるパターンから検討すべきだと思うんですね。どうも今までのやり方を見てお

ると、耐震なのか、あるいは建てかえなのかと、この二者択一で進んでおるように

思って、ちょっとその辺が気になってしようがないんですけど、その辺のところは

いかがでしょう。  

○下村総務課長   先ほども申し上げましたけど、当然、莫大な予算がかかること

でございますので、市内にある国や県の施設の増築等によって共同で入れないのか

というようなことも検討しなければならないとは思っております。  

○村田委員   どうも課長は歯切れが悪いですね。検討しなければいけないと思っ

ておるというのは非常に歯切れが悪い。ですから、現在の尾鷲市の取り組み状況が

つぶさに見てとれるような答弁だと思いますよ。やっぱりその辺のところの可能性

というのをきちっと探っていかないと、建てかえしかないんだ、あるいは耐震しか
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ないんだと、その二つで進んできておるような気がして、どうも気になるんですね。

そうであるならば、あなたがおっしゃっておるようなことであるならば、もっと形

が見えてきておるはずなのになと思うんですよ。建てかえにしても、耐震にしても

莫大な金がかかる。特に建てかえなんていったらとてもとても現在の尾鷲市の状況

の中でできる問題じゃないんですね。耐震にしてもどうなのかというぐらいの財政

の状況ですから、ですから、そういった中で可能性を探るという意味においてはい

ろんなパターンの探しようがあるんじゃないかなと。その辺にちょっと目の角度を

向けていただきたいということを前回の一般質問でも問題提起をしたように思うん

ですけど、その辺のところはいかがなんでしょう。  

○加藤市長   御指摘の点、非常に理解しております。やはり今、この市庁舎をど

うするかというようなことで、本年度、耐震診断をやろうというようなことで一応

御了解をいただいて今やっているわけなんですけれども、正直申しまして、今後の

方向性というのをきちんと決めなきゃならないと。委員おっしゃるように、まず、

これを建てかえるのか、建てかえないのか。建てかえるとなったら莫大な金額、こ

れは理解しております。その中に、建てかえるならばＰＦＩという方法論も一つあ

ると。耐震設備をきちんと整える。これも非常に莫大な金額、これも理解しており

ます。そういったことも含めて、一方で、国、県に対してどういう方法があるかと

いうことについても相談に伺っております。この前議員がお示しいただきました、

どこかの庁舎を借りて、そこに移転して市政を運営するというような方法論もあり

ますので、この辺のところを早急にどういう方向で、全部それぞれを精査しながら

一回議会のほうにお示ししなきゃならないなと、私自身はそういう思いでおります。

早急にその辺のところのどういう方法があるのかということも全部洗い出しながら、

一回お示ししながら、我々の考え方、あるいは議員の皆様方からの意見というよう

なものもお聞きしながら進めてまいりたいと、このように考えております。  

○村田委員   今、市長の話を聞いて、そういうことで進めるのならばとやかく申

しませんけれども、やっぱり建てかえができるのか、できないのかと。尾鷲市に財

源があるのか、ないのかということを現状を見て考えれば、当然、建てかえなんて

いうことは発想として浮かんでこないはずなんですよね。理想としてはやっぱり建

てかえがいいでしょうけれども、現実、尾鷲でできるのかどうかということを考え

たら、やっぱり可能性のあるところを探っていくということに道筋を立てるべきで

はないかと思いますので、ぜひよろしくお願いを申し上げたいと思います。  

○上岡委員   ５７ページ、５５ページと、あと、債務負担行為にシステム関連が
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載っていますので御質問したいんですけれども、３系統に庁内ＬＡＮが分かれてい

ると先ほど課長も言われていたんですが、一番お聞きしたいのは、文書管理と今度

のファイル無害化システムというのは３系統の中で系統が分かれているんですか。

それとも、同じような系統。  

○塩崎総務課主査   グループウエアの文書管理につきましてはＬＧＷＡＮのグル

ープにいます。無害化システムというのは、どちらかというと、インターネットと

ＬＧＷＡＮの回線を行き来できるファイルがそこに１個置かれるんですけど、それ

を通してそれぞれがお互いのファイルの受け渡しをできるというようなソフトにな

ります。  

○上岡委員   ということは、３系統でいうと同じ系統になるということですか。  

○塩崎総務課主査   ３系統のうちの２系統にファイル無害化ソフトがいるという

状態ですね。インターネット側とＬＧＷＡＮ側と２系統にファイル無害化ソフトが

両方行き来できるファイルとしているという状態です。  

○上岡委員   ファイル無害化の機器保守料というのとシステム構築業務委託料と

いうのがあるんですけれども、これは機器になるわけ、ファイル無害化は。  

○塩崎総務課主査   サーバーがあって、そこにファイルがいるという状態になり

ます。  

○上岡委員   余り詳しくなるとまずいので、サーバーというのは今あるサーバー

にファイル無害化のシステムを入れるということ、それとも、新たにサーバーを購

入するということ。  

○塩崎総務課主査   サーバーといいましても本格的なサーバーではなくて、普通

の端末、パソコンのようなものをサーバーがわりにしてサーバー室に置くといった

形になります。  

○上岡委員   新たにサーバー相当のパソコンを購入すると。それの機器保守料と

いうこと。  

○塩崎総務課主査   サーバー相当のものがあって、それの機器の構築の費用と、

今度はそれをランニングコストとして常に保守していくという費用の保守委託料と

それぞれになります。  

○上岡委員   また詳しくお聞きしに行きますけど、機器保守というのとシステム

保守、機器というのはハードだと思うんですけど、それは一緒になっているわけ、

別。  

○塩崎総務課主査   二つ一緒になっています、セットで。  
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○上岡委員   わかりました。  

○三鬼（孝）委員長   他にございますか。  

○楠委員   それでは、５５ページの委託料のところで確認したいんですけど、テ

レビの受信料が昨年から見ると倍になっているので、テレビをどこかで購入されて

いるんでしょうか。  

○下村総務課長   カーナビのテレビが見えるでしょう、あれもことしから自治体

だけ、自治体と事業者が受信料を取られるということになりました。  

○楠委員   それは受信しなきゃいけないものなのか。  

○北村総務課係長   その件につきましては、こちらもＮＨＫのほうに確認をとり

まして、そうしたら、カーナビからチューナーをとるとか、そういった手段を講じ

ても必要なのかということを確認させてもらったんです。それについては、最初に

購入した段階でチューナーが入っておるものについてはとったとしても払ってくだ

さいというような回答でした。  

○楠委員   とっても払ってくださいって、理屈にならないですよね。カーナビも

テレビが受信できないカーナビを買えばいいだけの話でしょう。  

○北村総務課係長   そのあたりもチューナーの入っていないカーナビというのは

新規購入する際に今後当たっていく必要はあるかなと思うんですけど、その当時探

したときにはちょっとよう見つけなんだというのもありまして、そのときの段階で

はもう既にあるカーナビについては外してもだめですということで、現状、支払い

の義務が発生しております。  

○楠委員   じゃ、一般家庭でもテレビが要らなくなったら払わなくていいわけで

しょう。説明とＮＨＫの対応の中身がちょっとわからないんだけど。  

○下村総務課長   既に既存の公用車については、いわゆる最初に標準装備された

カーナビがあります。それについてＮＨＫのほうから、ただ、３０年度以降の新規

に車を更新する際にはテレビの受信できないようなカーナビを仕様書の中で選定し

なければならないと思います。今既存のカーナビについてはチューナーを外すとか

なんとかいうことも困難かなと思っております。  

○楠委員   それでは、それはいろいろ頑張っていただいて、テレビがついている

なんていうのは公務上要らないと思うので、よく検討してください。  

 次に、同じ委託料の中で公用車の集中管理業務委託、内訳はどういうふうになっ

ているんですかね。  

○下村総務課長   公用車集中管理業務委託料としましては年間基本料金が９１７
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万５ ,６８０円、運転士時間外が９５万７ ,４１４円、公用車の車検代、１５台分で

すが、２４５万９ ,２７５円、法定点検１６台分、１万２ ,０００円掛ける１６とい

うふうな明細となっております。  

○楠委員   そうすると、ほかの部門にもそういう車の関係がぽろぽろ見受けられ

るんですけど、購入する際に必要な重量税とかそういうのもあると思うんですけど、

そういう一括管理はしていないということでよろしいんですか。  

○下村総務課長   総務課で管理しておる車以外には、例えば農林課、建設課のよ

うにパトロールカーとか、それと、環境、そういった専用車につきましては各課で

管理しておると。それ以外の議員さんのお目にかかるのは、この坂道と地下の車庫

にとまっておる車につきましては総務課のほうで管理し、各出張の際には申し出て

配車をしてというような形で公用車の管理を実施しております。  

○楠委員   これについては通常業務委託なので、契約行為は当然発生すると思う

んですけど、基本的には何社か選んで、どうでしょうかという形態をとっているの

かどうか。  

○下村総務課長   近年は２社で実施しております。  

○楠委員   ３社とかいればいいんですけど、２社しかいないので、それはしよう

がないかなと思うんですけど、その辺は経費節減を考えてもらわないとどんどんふ

えてくるような気がするんですけど、次にパソコンの借上料、これはリースで借り

ているのか、１年単位で借りているのか、それとも３年とか５年で借りているのか、

その辺の確認をします。  

○下村総務課長   ５年リースになっております。  

○楠委員   ５年リースで何台借りているかお聞きしたいんですけど、この金額っ

てリースの割にはすごいリース料が高いような気がするんだけど、どうなんでしょ

うか。  

○下村総務課長   ２７５台。  

○三鬼（孝）委員長   楠委員、２７５台だそうです。  

○楠委員   そこで、一応毎年パソコンのリース料を払っている５年契約の中と、

購入した場合との比較をされていますか。  

○塩崎総務課主査   パソコンの調達に関しましては、まず、物件の購入をするの

に入札を図るんですけど、例えば地元事業者で一番安い札を入れてくれたところで

落札して、その後、今度はリース率を競い合って、リース会社に対してその価格で

おろすので、リース率を掛けた後の価格を入札するという方式をとっていますので、
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リース率の分はどうしても高くなるんですけど、費用は案分されますので、毎年の

一時的な経費というのはもちろん減ると。それを５年にならして、金額が変わって

しまいますけれども、リース率もかなり安く調達できています。ですので、物件と

して比較するとリース率の分だけということになります。  

 以上です。  

○楠委員   他市の事例を見ると、今のやり方だとどうしても設定で入札したとき

の価格が高くて、リース対価と比較するときに既に高いものだからリース料も基本

的に高くなると。場合によっては買ったほうが安いというのもあるので、その辺は

しっかりやらないと。市内業者の育成というのは大切だと思うんですけど、デルコ

ンピューターなんかだったら業務用だったら持ってけ泥棒みたいな値段もあるかと

思うんですよ。それを５年間で割り返したときにはここまでお金をかけなくても、

それ以外のメンテは全部委託料の中に入っていますから、ちょっとその辺の検討を

されてもいいんじゃないかと思うんですけど、以上です。  

○下村総務課長   いろいろこちらのほうも検討させていただきたいと思っており

ます。  

○濵中委員   先ほどのカーナビのテレビの受信料に関して他県ではもう争ってい

る部分もありまして、ＮＨＫが敗訴している経緯もあって、でも、控訴もしている

ようです。ただ、こういった情報に関しては情報収集に努められて、余分な経費を

できるだけ払わんで済むような、そういった情報収集をお願いしたいなと思います。  

○下村総務課長   これから３０年度以降の公用車の更新に対しても、カーナビで

テレビが見られないような、そういうカーナビを選定するとか、他市の状況も……。  

○三鬼（孝）委員長   課長。  

（休憩  午前１１時５９分）  

 

（再開  午後  ０時００分）  

○下村総務課長   他の自治体との情報交換を交えてその辺も検討していきたいと

思っています。ただ、テレビ、職員が出張しておるときに災害があったときの情報

収集とか、そういうこともありますし、例えば近隣で災害応援に行ったときにカー

ナビがあると道もわかりやすいというようなこともあって、水道部におりましたと

きも応援に行くときにやっぱりカーナビを設置してという話もありましたので、そ

の辺も検討していきたいと思っております。  

○楠委員   カーナビはいいんですよ。カーナビは当然必要なんですよね。災害情
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報は、申しわけないんだけど、皆さん、携帯を持っていると思うんだけど、携帯の

ほうが情報が早いんですよね、テレビなんかより。だから、テレビは要らない、カ

ーナビは必要、この辺の検討違いをしないでほしいなと。それだけです。  

○三鬼（孝）委員長   他にございませんか。  

○上岡委員   先ほどちょっと聞き忘れました。システム機器保守委託料というふ

うに、システムと機器の同時に保守というのは余りできないと思うんですけど、パ

ソコンだったらメーカーがあるので、メーカーの保守なので、その辺、もう一度、

もしシステムであれば構築するのとシステム業者は一緒になるので、なるべく入札

で同時にして安く上げるように考えていただきたい。その辺、はっきり区分けして

いただきたいと思います。  

○塩崎総務課主査   同時に調達はしています、どちらも。同時に調達して、その

導入業者が機器の保守も、機器というのがよく調達したときに５年保守とかという

メーカーに払う保守の金額があると思うんですけど、５年間の保守パックとか、そ

ういったもののことで、それ以降システムを維持管理していく事業者さんがいまし

て、それと一括して調達しておるという形になります。  

○三鬼（孝）委員長   他にございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○三鬼（孝）委員長   なければ、これで総務課、御苦労さまでした。  

 午後は１時１０分から再開いたします。よろしくお願いします。  

（休憩  午後  ０時０３分）  

 

（再開  午後  １時１０分）  

○三鬼（孝）委員長   委員会を再開いたします。  

 それでは、議案第２０号、議案第１４号をあわせて御説明を願います。  

○大和市長公室長   市長公室です。よろしくお願いいたします。  

 それでは、予算決算常任委員会進行表に沿って説明させていただきます。  

 まず、議案第２０号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第５号）の議決に

ついてのうち市長公室に係る予算について御説明させていただきます。  

 補正予算書及び予算説明書の２６、２７ページをごらんください。  

 歳出についてであります。  

 ２款総務費、１項総務管理費、５目企画費でございます。補正前の額１億１ ,１

７５万９ ,０００円から５９１万円を減額し、計１億５８４万９ ,０００円とするも
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のであります。財源内訳のその他の４万円につきましては、活性化基金の運用利息

でございます。一般財源は５９５万円の減額となります。  

 内訳ですが、２７ページ中段の地域おこし協力隊事業で５９１万円の減額でござ

います。まず、報償費につきましては、２９年度に新たに地域おこし協力隊３名が

着任しましたが、当初の計画とは違い、現職場の退社などの調整により着任時期が

遅くなったことによる３９１万円の減額でございます。  

 済みません、通知が行ったと思いますが、お願いいたします。飛んでおりますか。  

 それでは、内訳でございます。２７ページ中段の地域おこし協力隊事業で５９１

万円の減額でございます。  

 まず、報償費につきましては、２９年度に新たに地域おこし協力隊３名が着任し

ましたが、当初計画とは違い、現職場の退社などの調整により着任時期が遅くなっ

たことによる３９１万円の減額でございます。  

 また、尾鷲市地域協力隊企業支援補助金につきましては、協力隊の任期が３年間

であり、任期終了後に本市において起業し、定住につなげるための支援事業として

平成２９年度に創設し、予算を計上しておりましたが、協力隊からの申請がなかっ

たため、２名分２００万円を全額減額するものであります。  

 以上で市長公室に係る補正予算の説明とさせていただきます。  

 続きまして、議案第１４号、平成３０年度尾鷲市一般会計予算の議決についての

うち市長公室に係る予算について御説明させていただきます。  

 なお、説明に当たりましては予算書、主要施策の予算概要及び市長公室資料もあ

わせて説明させていただきますので、よろしくお願いいたします。  

 それでは、予算書の２６、２７ページをごらんください。  

 まず、歳入についてでございます。  

 １３款国庫支出金、２項国庫補助金、１目総務費国庫補助金ですが、２７ページ

の１節総務費国庫補助金９９１万７ ,０００円のうち市長公室に係る分は、説明欄

の地域公共交通確保維持改善事業費補助金１５９万円、これはコミュニティバス尾

鷲地区、須賀利地区に対する補助金であります。なお、ハラソ線、八鬼山線は事業

者へ直接交付されることになっております。  

 次に、４行目の地方創生推進交付金は４５５万６ ,０００円ですが、このうち当

室の定住移住促進事業に８７万８ ,０００円が充当されます。そのほかの事業につ

きましては、歳出の中で各担当課から説明いたします。  

 次ページ、２８ページをごらんください。  
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 １４款県支出金、２項県補助金、１目総務費県補助金です。このうち２９ページ

の１節総務費補助金７３３万６ ,０００円のうち三重県南部地域活性化事業補助金

６６万９ ,０００円は、子供の地域学習推進事業、いわゆるまちいく２８万円と地

域インターン推進事業３８万９ ,０００円の補助金でございます。また、定住移住

のための空き家リノベーション支援事業補助金１００万円につきましては、県が県

外から移住促進のために設立した制度であり、歳出の空き家リノベーション補助金

に充当するものでございます。  

 次に、３２ページ、３３ページをごらんください。  

 同じく、県支出金の３項委託金、１目総務費委託金でございます。このうち３３

ページ下段の４節統計調査費委託金４８４万円は指定統計調査９件で、住宅・土地

統計調査交付金３３９万４ ,０００円、３５ページの漁業センサス交付金１２４万

７ ,０００円が主な委託金でございます。  

 次に、４０ページ、４１ページをごらんください。  

 １９款諸収入、５項雑入、１目雑入、２節総務費雑入１ ,６９３万２ ,０００円の

うち、４３ページをごらんいただきますと、説明欄一番上の広告事業収入６万円、

これは広報おわせに掲載する企業広告料として１万円を６件分というものでござい

ます。  

 次に、高校生地域人材育成事業負担金１４万円につきましては、先ほど県補助金

にて御説明させていただきました三重県南部地域活性化事業尾鷲高校まちいくに対

する紀北町からの負担金でございます。５行目の移住体験住宅賃借料１２万円は、

九鬼の移住体験住宅みやかの賃借料でございます。  

 次に、歳出についてでございます。予算書の６０ページ、６１ページをごらんく

ださい。  

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費の中で、まず、６１ページの秘書

事務経費３６７万９ ,０００円でございます。ほぼ前年並みの予算計上でございま

して、主なものは都市圏への要望活動等を初め、各地で開催する尾鷲高校鷲友会、

東海市長会など、これらの旅費１９８万２ ,０００円のほか、交際費が前年度と同

額の８０万円、以下、需用費、役務費、使用料、賃借料、市長会等の負担金が主な

経費でございます。  

 次に、６６、６７ページをごらんください。  

 ２目文書広報費は１ ,２８７万３ ,０００円で、財源内訳はその他が総務費雑入の

広報事業収入６万円、一般財源が１ ,２８１万３ ,０００円でございます。６７ペー
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ジをごらんいただきますと、広報等発行事業１ ,２８７万３ ,０００円、ほぼ前年度

並みの予算計上でありまして、需用費の印刷製本費５９５万６ ,０００円は広報お

わせ月１万５００部の印刷代、役務費の広報配布手数料が４８０万円、使用料及び

賃借料のホームページに係るクラウドシステム利用料１２７万１ ,０００円が主な

ものでございます。  

 次に、次ページ、６８ページをごらんください。  

 下段の５目企画費でございます。本年度予算額が１億２ ,５８０万９ ,０００円で、

前年度に比べて１ ,４０６万２ ,０００円の増額で、地域おこし協力隊の隊員増に係

る経費が主な要因でございます。財源内訳は、国県支出金が４１３万７ ,０００円

で、国からの地域公共交通保持改善事業費補助金１５９万円と地方創生推進交付金

８７万８ ,０００円、県からの三重県南部地域活性化事業補助金６６万９ ,０００円

及び移住定住のための空き家リノベーション支援事業補助金１００万円が充当され

ております。その他５６万円は総務費雑入、高校生地域人材育成事業負担金１４万

円と移住体験住宅賃借料１２万円等で、差し引き１億２ ,１１１万２ ,０００円が一

般財源でございます。  

 次ページ、６９ページの企画振興事業は８７万６ ,０００円でございます。これ

につきましては、尾鷲市地域創生会議に係る委員への報償費、旅費ほか、７１ペー

ジの需用費、役務費等、各協議会等の負担金、会費が前年並みの予算計上でござい

ます。  

 次に、交通体系関係事務経費は５ ,９２０万９ ,０００円でございます。主なもの

として、委託料の自主運行バス運行委託料２ ,９４２万９ ,０００円は、ふれあいバ

ス八鬼山線及びハラソ線の運行業務委託料、また、尾鷲市コミュニティバス指定管

理料１ ,８６６万４ ,０００円は同じくふれあいバスの尾鷲地区及び須賀利地区の指

定管理料であり、それぞれ１２月定例会において債務負担行為として計上させてい

ただいております分でございます。  

 ７３ページをごらんください。  

 負担金、補助及び交付金、第三セクター伊勢鉄道株式会社支援市町負担金７６３

万円が主なものでございます。これにつきましては、第三セクター伊勢鉄道株式会

社の経営継続の基盤となる行政の支援について、これまで経営を支えてきた県及び

伊勢鉄道、紀勢本線、参宮線沿線の１５市町で財政支援を行うため、三重県地域交

通体系整備基金へ増設するものの本市の負担分であります。  

 ここで、交通体系関係事務経費について、主要施策の予算概要により担当から詳
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細を説明させていただきます。  

○森本市長公室長補佐兼係長   それでは、主要施策の予算概要の１２ページをご

らんください。  

 事業内容につきましては、市内の公共交通につきまして地域公共交通活性化協議

会での協議を行うとともに、ふれあいバス４路線の円滑な運行を実施するものでご

ざいます。また、三重交通が運行します尾鷲長島線、島勝線に対する運行補助、ふ

れあいバス須賀利地区と島勝線とを乗り継いで市街地を往来する場合におけます割

引の実施及び第三セクター伊勢鉄道株式会社への支援、これらが主な事業内容でご

ざいます。  

 事業費予算額が５ ,９２０万９ ,０００円で、財源内訳は国庫支出金として地域公

共交通確保維持改善事業補助金が１５９万円、一般財源５ ,７６１万９ ,０００円で

ございます。  

 以上でございます。  

○大和市長公室長   予算書の７３ページへお戻りください。  

 次に、広域事務経費２１４万６ ,０００円につきましては、東紀州地域振興公社

が主体となり東紀州５市町と連携で実施する産業活性化事業などへの負担金でござ

います。中段にあります国際交流事業は３０万円の計上でございます。３０年度に

はカナダ国プリンス・ルパート市と姉妹都市提携５０周年の節目を迎えることから、

記念交流事業として学生による絵画交換や親書の交換などに係る経費と尾鷲市国際

交流協会への補助金５万円であります。  

 次に、総合計画進行管理事業でありますが、第６次尾鷲市総合計画の進行管理を

行う経費でございまして、２０万４ ,０００円でございます。１２節役務費の通信

運搬費１６万６ ,０００円は、計画的で効率的、効果的な行政運営を図るため、総

合計画における施策の成果、進捗状況などを確認するため、市民アンケートの郵送

料でございます。  

 次に、７５ページをごらんください。  

 上段の地域創生関係事務経費は５４万３ ,０００円であります。これは現在の人

づくり支援事業であり、機構改革に伴う係名の変更に伴う事業名の変更でございま

す。事業内容としては、後期基本計画の中でも引き続き人づくりを重点的取り組み

として掲げており、東京おわせ会や鷲友会の方々とフェイスブック等を活用し、双

方向に情報発信、交流を行うことで尾鷲応援団の拡大を目指すものであります。主

なものとしましては、９節旅費３４万８ ,０００円、東京おわせ会総会、役員会、
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異業種交流会への参加旅費であります。その他、需用費、役務費等でございます。  

 続きまして、定住移住促進事業は４９６万１ ,０００円の計上であります。９節

旅費３６万円は、東京、大阪で行われる移住定住フェアへの参加旅費です。７７ペ

ージをごらんください。１３節委託料４９万３ ,０００円のうち、高校生地域人材

育成事業まちいくで三重大学へ委託事業費として３２万６ ,０００円、移住パンフ

レット等の作成業務委託料１６万７ ,０００円でございます。１９節負担金、補助

及び交付金２１３万７ ,０００円のうち空き家バンク利用促進助成金６０万円は、

空き家バンクに登録していただいた所有者に対する家財道具等の処分や清掃に対す

る補助金で、上限４万円の１５件分、移住促進のための空き家リノベーション補助

金１００万円は県外の移住者が空き家を購入し、リフォームを行う際の補助金であ

り、県からの補助金をそのまま充当するものであります。  

 この移住定住促進事業には地方創生推進交付金を活用した事業が含まれておりま

す。それらを含めて主要施策の予算概要及び市長公室資料により担当から説明させ

ていただきます。  

○中川市長公室係長   それでは、主要施策の予算概要の１３ページをごらんくだ

さい。  

 定住移住促進事業の内容について御説明させていただきます。  

 まず、空き家バンクや仕事バンクの登録件数を充実させ、都市圏で開催される移

住相談会や移住フェアに積極的に参加し、移住希望者に本市の情報の提供を行いな

がら、空き家バンクや仕事バンク、九鬼町の体験住宅を活用していただき、本市へ

の移住促進につなげてまいりたいと考えております。  

 また、尾鷲商工会議所などとも連携し、インターンシップの受け入れや高校生地

域人材育成事業、尾鷲高校まちいくなどを実施し、将来の移住促進につなげてまい

りたいと考えております。  

 事業予算額につきましては４９６万１ ,０００円で、財源内訳は国庫支出金とし

て地方創生推進交付金が８７万８ ,０００円、県支出金は三重県南部地域活性化事

業補助金６６万９ ,０００円、移住定住のための空き家リノベーション支援事業補

助金１００万円、その他特定財源として尾鷲高校まちいく紀北町負担分１４万円、

移住体験住宅賃借料１２万円、残り２１５万４ ,０００円が一般財源でございます。  

 次に、このうち地方創生推進交付金事業分について説明させていただきます。  

 市長公室資料の１ページをごらんください。  

 事業概要に記載のとおり、推進交付金の対象事業として１７５万６ ,０００円を
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計上しております。そのうち、情報発信事業につきましては、移住相談会消耗品費

３万円、移住パンフレット増刷分９万７ ,０００円のほか、ごらんのとおりでござ

います。  

 また、移住を支える支援事業として、移住体験住宅運営経費８３万６ ,０００円、

移住体験住宅でのイベント情報や暮らしの提案に係るダイレクトメール発送手数料

が１６万円となっております。  

 以上で、定住移住促進事業及びそのうちの地方創生推進交付金事業の内容の説明

を終わらせていただきます。  

○大和市長公室長   それでは、予算書の７７ページにお戻りください。  

 地域おこし協力隊事業５ ,７５７万円でございます。現在、市長公室所属の地域

おこし協力隊は１０名配置しておりますが、３０年度には任期が満了する協力隊の

地域、また、新規応募があり、４名の追加をしたいと考えており、計１４名分の費

用でございます。予算額を増額しておりますが、協力隊に関する事業費は特別交付

税により全額措置されるものでございます。  

 ここで、主要施策の予算概要により担当より説明させていただきます。  

○中川市長公室係長   それでは、主要施策の予算概要の１４ページをごらんくだ

さい。  

 地域おこし協力隊事業について御説明させていただきます。  

 事業の内容につきましては、まず、九鬼町は食堂網干場を拠点とする食を通じた

交流促進の取り組みを継続的なものとするとともに、営業形態や経営体制の刷新、

新規事業の企画や運営を関係者の皆様と相談しながら進めてまいります。  

 早田町は地域資源を生かして地域住民が働ける場所の創出を行うために通信販売

事業うみまかせや魚サバキ会、朝どれ魚の移動販売事業などを充実させ、早田町の

情報発信及びＰＲに取り組んでまいります。  

 梶賀町は昨年の４月に株式会社梶賀コーポレーションを成立し、より一層のあぶ

りの商品開発や販路拡大に努めており、まちの人たちと一緒に各種イベント等に積

極的に参加し、網元の家とともに梶賀町やあぶりのＰＲに取り組んでまいります。  

 三木浦町はまちの方々の交流、憩いの場づくりとして、閉店した飲食店の再生と

経営とまちを訪れる方と地域の方との交流促進など、まちの魅力発信とともに取り

組んでまいります。  

 定住移住コンシェルジュにつきましては、空き家バンクや移住体験住宅の利活用

を推進し、都市圏で行われている移住相談会や移住フェアに積極的に参加し、一人
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でも多くの方に移住していただけるように取り組んでまいります。  

 以上で、地域おこし協力隊事業についての御説明を終わらせていただきます。  

○大和市長公室長   それでは、次に、予算書の８２、８３ページをごらんくださ

い。  

 １０目の男女共同参画費は前年度比１万９ ,０００円増の２９万円でございます。

財源内訳は全て一般財源であります。新年度におきましても、尾鷲高校及び三重県

男女共同参画セミナー、フレンテみえの御協力のもと、同校において男女共同参画

セミナーの開催を行うほか、広報等による啓発活動などについてもあわせて行って

いきたいと考えております。  

 次に、１１０、１１１ページをごらんください。  

 ５項統計調査費、１目統計調査総務費６８６万９ ,０００円のうち、１１１ペー

ジの説明欄中段をごらんください。人件費を除いた一般統計事務経費が当室に係る

予算でございます。例年並みの１０万５ ,０００円の計上で、尾鷲市統計書１５０

部の作成等に係る費用でございます。  

 次に、２目指定統計調査費４８４万円で、前年度と比較し３８６万３ ,０００円

の増額であります。財源内訳は全て統計調査費委託金４８４万円で、指定統計９件

に対する交付金であります。１１１ページ、指定統計調査事業の報酬４１５万６ ,

０００円につきましては、各調査に係る調査員の報酬、その他職員手当ほか、１１

３ページの使用料及び賃借料までをごらんいただきたいと思います。  

 ここで、主要施策の予算概要により担当より詳細説明をさせていただきます。  

○森下市長公室係長   それでは、主要施策の予算概要の１９ページをごらんくだ

さい。  

 統計調査事業の事業内容として、一般統計事務経費につきましては、毎年度発行

しております人口、経済、産業、文化などの幅広い分野にわたって基礎的な統計資

料を収録した平成３０年度版尾鷲市統計書を作成します。  

 次に、指定統計調査事業につきましては、総務省ほか所管省庁等から委託を受け

ている住宅・土地統計調査、経済センサス調査区設定事務など、９種類の統計調査

を実施いたします。事業費予算額は４９４万５ ,０００円で、財源内訳は、県支出

金として指定統計調査に係る統計調査費委託金が４８４万円、残り１０万５ ,００

０円が一般財源でございます。  

 以上でございます。  

○大和市長公室長   以上で、議案第２０号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予
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算（第５号）の議決についてと議案第１４号、平成３０年度尾鷲市一般会計予算の

議決についてのうち当室に係る分の説明とさせていただきます。よろしく御審議い

ただき承認賜りますようお願い申し上げます。  

○三鬼（孝）委員長   ありがとうございます。  

 市長公室に係る議案第２０号、議案第１４号の説明が終わりましたので、これら

に対する御質疑をいただきたいと思います。御質疑のある方は御発言願います。  

○小川委員   予算書の７７ページなんですけど、移住促進のための空き家リノベ

ーション補助金１００万円ですか、これは頭が幾らとか、何件ぐらいの方が今まで

利用されているとか、予定では、わかれば。  

○大和市長公室長   この１００万円につきましては、上限が総事業費３００万円

以上の３分の１ということで１００万円がアッパーとなっております。この事業を

創設してからこれを利用した方はまだおみえになっておりません。  

○小川委員   それと、一番下段のところの地域おこし協力隊企業支援補助金です

か、２９年度補正のほうで２００万がそのまま減額になっておったんですけど、今

回４００万上がっておるというのは何か理由があってかなと思いまして。  

○大和市長公室長   先ほど申しましたとおり、新規が４名、３０年度に上げてい

ます。ということで、それが大きな要因となっております。地区的に言いますと、

三木里さんが新規、それから、早田さんがことしで任期が終わる方がみえるという

ことで新規ということで、それと、定住移住の部分で増ということでございます。  

○小川委員   ４名が起業されるということなんですか。  

○大和市長公室長   はい。全て１２カ月分の予算を組んでおるわけではなく、任

期終わりについては半年とかの予算の計上なんですけど、先ほど補正でも申しまし

たとおり、現在の仕事の終わり方とか着任時期というのがずれてきますので、やは

りどうしても当初予算は上がりますが、実際にはうまいこと採用されていないとい

うのが現状でございます。  

○小川委員   もう一点だけ、予算概要の１３ページなんですけど、仕事バンクの

件が出てきましたので、これ、事業継承の問題もあると思うんですけど、その事業

を継承する場合に今国のほうでよく言われる事業承継支援事業ですか、税制が優遇

されるとか、そういうのもあると思うんですけど、そういうのは把握されておりま

すか。  

○野田市長公室主査   今、仕事バンクにつきましては１案件情報発信をさせても

らっております。天満のミカン農園が廃業するということで、その案件を紹介して
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おりますが、そういった継業に係る支援とか、具体的な案件が出てきましたら、商

工会議所と連携しながらそういう支援の紹介もしていきたいと思っております。  

○小川委員   その支援制度の中に税制の問題とかが結構あると思いますので、ま

た調べておいてください。  

○三鬼（孝）委員長   他に。  

○三鬼（和）委員   まず、６６ページ、６７ページなんですけど、ホームページ

にかかわるクラウドシステム等々で予算が上がっておるんですけど、最近はホーム

ページを見ておると、例えばカレンダーのところを見ても、市内の例えばコミュニ

ティーセンターの行事であるとか、そういったものを見ても、カレンダーを見ても

全然出てこんというか、各課が上げるのが上げていないのか、しかしながら、市長

公室で管理しておるということから、情報についてはやっぱりチェックされる。各

課でページを持っておるんやったら別やけど、持っていない中で、以前だと例えば

各地区で文化展なんかもやっておってもカレンダーにちゃんと載っておるときも、

記事で上がっておるときもあれば、最近は探しにくいというのか、カレンダーを見

てもそこへは全然、市民サービス課が上げやなあかんのか何か知らんけど、載って

いないし、しかしながら、やっぱり管理というのはそこでしなくちゃいけないのじ

ゃないかなと思うんですけど、そういった意味を含めてホームページについては、

これはかかわるクラウドシステムなんですけど、全体に関して管理の方法はこれか

らというか、これも含めて、今回の予算を含めてどう考えておるのか、聞かせてほ

しいんですけど。  

○大和市長公室長   委員さんのおっしゃるとおり、ホームページの充実というの

は他の委員さんからも指摘を受けまして、できる範囲はやっております。ただ、原

課から上がってくる分につきましては、原課から上がってきて課長の承認というの

があって入ってくるものであって、我々はそれを見ないとわからんというシステム

になっておりますので、それらの改修も一応３１年度中に管理の契約というのが切

れますので、リニューアルなり、そこで考えたいと。それと、魅力担当発信の配置

も４月１日から行われます。そことの情報交換とか、差別化というやり方も検討し

ていきたいと思っております。  

○三鬼（和）委員   今ではほかの自治体では課ごととか事業ごとにフェイスブッ

クとかインスタなんかもやっておる自治体がおるぐらいなので、そこまでやれとは

言いませんけど、ホームページを見たときに、きょうやったらきょう、行政とか行

政関係、まちおこしも含めて、どういうものをやっておるかとか、すぐわかるよう
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な管理もしてほしいし、そういった全体に取り組むホームページにしていただきた

い。行政が今一番目玉で取り組んでおることがすぐにクローズアップできたりとか、

後のことは順番でええと思うので、それが１点と、それから、もう一点は、今回の

予算の中にこれまでインターンシップであるとか、地域おこし協力隊の方がこれま

でやめた方も含めているわけじゃないですか。そういった方たち、インターンシッ

プでもかなり来ておると思うんですね、商工会議所とかを通じて。そういった方た

ちにやっぱり、いるときは結構尾鷲の話は聞かせてくれるんですわ。食べ物がうま

いとか、どうやったと言いますけど、やっぱり若い人の感性というのは鋭いので、

ここに来ていただいて離れてからも尾鷲にどうやこうやというのを、帰ってから気

がついたら尾鷲にこれが合うと思うとかと、そういった情報をもらうようなつなが

りというのは持っておかないと、しょせん田舎におれば、午前中もコンピューター

の話等もありましたけど、休憩でも話しておったんですけど、限られた人間の限ら

れた地域の情報というのは大したことないと思うので、そういった情報をもらえる

ようにしてほしいなというのがあるんだけど、その辺についてはどうですか。  

○大和市長公室長   まず最初の各課からの情報発信ということで、現在、ＳＮＳ

とかを使って相互にやっていかなあかん時期が来ておると思います。それも先ほど

言いましたように、市内、市外に向けての発信を魅力担当発信とやりとりしながら、

各課にそれを指示していくという形になろうかと思いますので、そういうふうに前

向きに検討したいと思います。  

 それと、２点目のインターンシップの活用なんですけど、現在インターンシップ

に来られておる方は大学生がほとんどです。その際に向こうさんのテーマで市役所

であれば何課へ行きたいとかということで、どういう事業を見たいということで選

ばれてきて各課が担当すると。それが幾つもまたがると、何課、何課、何課とかで

行ってしまうと総合的な後々の話し合いというのが難しくなると。一本の事業で来

ていただく際には最後に意見を聞いたりするので、僕らも話をしたり、今後どうす

るのかという話もできるんですけど、それは一応総務課のほうが窓口になっており

ますので、そこは総務課とも調整して、後々の情報発信のやり方とか、情報交換、

それについても検討してまいります。  

○三鬼（和）委員   特に地域おこしについては国の補助が大きいと言いながら、

５ ,７００万かな、大きな事業をやられるわけやもんで、来ておる間もそうなんで

すけど、今テーマとしては、地域おこしで来た中でこちらに起業して定着してほし

いというのが１点と、やっぱりここで得たことを本当に離れてからでも関心を持っ
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てもらうとか、準尾鷲市民みたいな形というのか、そういった位置づけをもう少し

特色づける必要がこの予算の中でもそういった予算も入れてもいいんじゃないかな

と思うのと、もう一点は、７７ページにあるまちいくなんですけど、３２万６ ,０

００円を積んでいて、高校の発表会とか、そんなのも１年に何回か行くわけなんで

すけど、もう少し、例えば福井県だとＮＡＳＡの食事を共同で高校生がつくってお

ったりとか、そういったこともやっておる中で、これ、いくといと、尾鷲を知って

もらうというところのほうがあれやもんで、もう少しこの方たちからいろいろな提

案というのか、この前もありましたけど、もっと違った角度というか、若い人らと

か、高校生とか、キャラクター一つでもいいと思うし、商品一つでもいいと思うん

ですけど、そういった方向性もちょっとあるほうが、尾鷲にある事業を理解しても

うて、それができやんかということは言っていただいていますけど、それよりか全

然違う発想を求めるほうがいいのではないかなとちょっと思ったもんで、その辺は

どうなんですか。この費用をことしもかけておるわけなんですけど。  

○大和市長公室長   協力隊のほうなんですけど、やはり委員さんがおっしゃると

おり、３年間任期を終えた後に本来ですとミッションを持ってきていますので起業

なり事業展開して定住につなげていただきたいということで、先ほど補正の中でも

説明しましたように、起業支援補助金という制度もありますので、活用していただ

いて残っていただきたいというのがそもそもの考えなんですけど、なかなか３年間

の中でうまいこと起業が終えていきそうなところもありますが、なかなか難しい部

分もあるのかなと。あとは本人の判断ということになりまして、できるだけ我々も

緊密に接しながら、尾鷲人としていろいろつき合いをさせていただきながら定住に

向けてお願いしていくということを進めてまいります。  

 それと、まちいくのほうなんですけど、やはりここも３年、４年たってきていま

すので、同じような形態も、委員がおっしゃるように、我々としてもちょっと変え

ていかなあかんのかなと。それで、尾鷲高校さんのほうとも話しておるのは、やは

り授業を受けるんじゃなしに、サークルとか、最後、部活に持っていっていただい

て、以前御紹介していただいたような高校生が自分の主体の中で事業を行うような、

ビジネスをというところへ持っていきたいなというのは校長先生とも話をしており

ますので、何とかその足がかりにことしの中でしたいなと思っております。  

○髙村委員   予算書７３ページの第三セクター伊勢鉄道株式会社の支援金負担金

７６３万なんですけど、毎回出ておると思うんやけど、非常に高いと思うんですわ

ね。やっぱり財政がこれだけ悪くなったら、交渉するとか、いろいろ東紀州の首長
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らに集まってもらって見直しを考えるとか、いろいろせんならんと思うんですわ。

負担金を見ると一桁多いように思うんやけど、交渉しよるの。  

○大和市長公室長   委員さんのおっしゃることは十分、今の市の現状から見て当

然かもわかりませんが、この事業につきましては、平成２８年、２９年、３０年と

３カ年で伊勢鉄道に対し１０億のお金を積むということで、三重県が半分、それと、

伊勢鉄道が走っております四日市から津、四日市、鈴鹿、津、これが２億５ ,００

０万、それと、紀勢線沿い、それから、参宮線沿いの１２市町で２億５ ,０００万、

合計１０億ということで、３年目になって最後の負担金となりますので、これをど

うのこうのというと、県を挙げて１５市町がかかわっておりますので、これで伊勢

鉄道に頑張っていただくということで御理解いただきたいと思います。  

○仲委員   主要施策の１４ページと当初予算の７７ページの関連で、地域おこし

協力隊事業、平成２３年から七、八年経過の中で効果が物すごい出てきたなという

印象を私は受けています、当時かかわったことを思うと。それで、予算書のほうの

尾鷲市地域おこし協力隊活動費補助金というのがあるんですけど、１４で割れば１

人１４８万程度なんですけど、活動費の補助金で主な使い勝手のええというか、ど

ういうふうなものがあるんですか、今までの例で。  

○野田市長公室主査   総務省の事業でありまして、総務省のほうから使用できる

項目というのは限定されておりますので、まず主に隊員の居住に係る経費、これは

家賃とかも含まれます。光熱水費は自分の負担になるんですけど、その他、あとは

出張旅費、あと、研修に係る経費、あとは活動に係る消耗品、あと、活動に係る保

険代、あと、燃料費、車をリースするのであったら、そのリース代とか、活動に関

係する経費になっております。あと、修繕ももちろん認められております。各エリ

アのミッションによって項目が、内容は若干違いはあると思うんですけど、主な総

務省からの条件というのはそのような内容になっております。  

○仲委員   結構活動しておる地域の地域おこし隊員であればかなりの雑費がかか

るような気もします。例を挙げれば、一つのイベントなり事業をするのにどこどこ

大学の講師を呼んできて講演をしてもらう中で学生も連れてくると、そういう事業

が見受けられるんですけど、そういう大学教授の派遣の報酬とか旅費は該当します

か。  

○野田市長公室主査   もちろん該当します。  

○濵中委員   予算の７３ページの国際交流事業なんですけれども、先ほどの説明

ではプリンス・ルパートの交流記念行事ということで説明いただきまして、絵画交
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流、親書交流ということやったんですけど、もう少しそのあたり、どういった形を

するのかというのと、これは毎年本当に国際交流協会の補助金だけが計上されてい

るような流れなんですけれども、プリンス・ルパート、しばらく交流が薄い感じが

していたのが記念行事をされるということは、これからはプリンス・ルパートとも

う一遍そういう交流が深まる、復活させるというような計画があるのかどうか。  

 それと、一時、大連があったのがまたそこでしゅんとしておるんですけれども、

この国際交流に関して、観光の面でインバウンドなんかも狙うとどうしても海外と

の関係づくりというのがこのあたりであらわされてきてもええのかなという気はす

るんですけれども、その計画のあたりはどうですか。  

○大和市長公室長   先ほどざっと説明した中で学生による絵画、絵の交換とか、

当然、親書、これまでおっしゃるように余り活動というものは、交流活動はやって

おりませんでした。ただ、この節目というのがお互いにもありますので、これを契

機に何らかの大きなことを、行ったり来たりというのはなかなか難しい状況であり

ますので、そのつなぎをやっていくというのが５０年、次は１００年かわかりませ

んけど、つなげていきたいというふうに思っておりますが、計画としてきっちりあ

るものではございません。  

○濵中委員   これは市内の小学生とか中学生とかに募集をかけて、絵の募集をか

けたりというような形になるんですか。  

○大和市長公室長   教育委員会とも相談しまして、小学校がええのか、中学校が

ええのか、プリンス・ルパート市さんともやりとりしながら、レベルを合わせてや

りたいと思っております。  

○濵中委員   限られた予算の中でということは理解するところなので、ただ、本

当に情報交換だけでもつないでいくということが大事かなと思いますので、ぜひ継

続的なものをお願いしたいと思います。  

○楠委員   ７３ページの広域事務経費、東紀州地域振興公社負担金、毎年あると

は思うんですけど、事業評価をされているのかどうか、その確認をしたいんですが。  

○大和市長公室長   県が中心になってやってもらっております。ここら５市町が

入っています。評価というものについてペーパーに残るようなことをやっておらな

いと。ただ、次年度に向けての予算編成の際に実績の中では各市町の担当課長レベ

ルの中で評価はさせていただいておりますが、正式にという分はございません。  

○楠委員   事業評価をしないで、負担金だからという予算の措置って基本的にで

きるんですか。  
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○大和市長公室長   ちょっと説明不足でございます。実績の中でちゃんと説明を

受けて、その事業はちゃんと確認しております。これは５市町で全部持ち帰りまし

て決裁を上げるという形を行っております。  

○楠委員   ということは、市のほうでもちゃんとその事業評価をした内容を公表

することは必要ですよね。  

○大和市長公室長   それも県を含めまして公表の仕方というのもあると思われま

すので、ちょっと検討させていただきます。  

○楠委員   ということで、この負担金とか、それから、あと、補助金、主要な施

策の予算概要以外のところでの補助金等については１０月２３日に庁内のほうで要

領を公表していますので、できましたらその交付基準及び評価実施基準の資料を提

出していただきたいんですけど、いかがでしょうか。  

○三鬼（孝）委員長   公表はできるんでしょう。  

○楠委員   言葉足らずで済みません。基本的に全庁的にかかっている話なので、

ちょっと事業名が細かく出てきたので、代表としてお願いをしていただければと思

います。  

○藤吉副市長   担当が財政課になりますので、財政課と相談して御返事させてい

ただきたいと思います。  

○楠委員   次に、その下の総合計画進行管理事業、通信運搬費で１６万６ ,０００

円というアンケートをとっていくということなんですけど、これは通常のいろんな

作業の中でアンケートは一般的にあると思うんですけど、これは住民基本台帳から

無作為にある一定の人数をやるから昨年の予算と同じということでよろしいんでし

ょうか。  

○大和市長公室長   委員さんのおっしゃるとおりです。１ ,０００通を無作為抽出

しまして発送しております。  

○濵中委員   住民アンケートに関連してなんですけれども、質問項目にここのと

ころの一般質問の中でもこれは調べましたか、あれは調べましたかということを聞

かせてもらうことがあるんですけれども、今回、住民アンケートの質問事項の変更

の予定はありますか。ずっと同じものばかりですか。  

○大和市長公室長   今回新たに議会のほうから御要望いただきまして、ワンセグ

の中で議会を見ておるか、見ていないかとかという御意見欄を追加しました。  

○濵中委員   そのほかにも、例えばことしは個別の事業なんかでも、その成果で

あったりとか、感想を聞きたいとかいうものが毎年毎年あるはずなんですよ。そう
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いったあたりもアンケートの項目をつくるときには検討してもらいたいなと思うん

です。やはり一般質問の中で市民の反応はどうですかということに対してアンケー

トのとれていないものが結構多いので、そのあたり、各課の調査を含めて、どうい

った意識調査をするのかというのはその年ごとにできればきめ細かいやり方をして

ほしいなと思うので、お願いします。  

○大和市長公室長   わかりました。基本的なアンケートは総合計画に反映させる

と。その年、その年の特別な内容というのも各課から抽出しまして、載せる、載せ

んの検討もさせていただきますが、それは努めてまいりたいと思います。  

○村田委員   ７７ページの空き家バンク利用促進助成金とか、移住促進のための

空き家リノベーション補助金について、この予算について私はとかく申し上げるつ

もりはないんですけれども、これは水産商工食のまち課になるのかなと思いますけ

ど、そのときにも申し上げますけれども、空き家対策で一つの案として、これはで

きるかできんかは別にして、案として、ふるさと納税があるでしょう。ふるさと納

税の特典のような形で夏季限定で空き家バンクの中で１カ月お過ごしをいただくと

か、そういった提供の仕方、これは水産で言ったほうがいいと思うんですけれども、

やり方というのがあると思うんですね。空き家バンクの定住移住促進活動がいろい

ろ行われておりますけれども、そういった新しい展開も含めて踏み込んでいくこと

も必要ではないかなとちょっと思うんですけれども、その辺はどうでしょうかね。  

○大和市長公室長   今ふるさと納税の拡大プロジェクトというのがございまして、

多分これは今年度終わるものじゃなく、毎年毎年いろんなものが出てくると。委員

おっしゃられたような空き家の利活用とか、そういう少しだけショートステイじゃ

ないですけど、来ていただくというような御提案もいただいてプロジェクトのほう

に投げてみたいと思いますので、よろしくお願いします。  

○村田委員   特に野田さんが担当ですね、空き家バンク。その辺、担当としてど

ういう見解をお持ちですか。  

○野田市長公室主査   確かに、今、地域留学とか、移住体験というのが結構都市

部の方に好評いただいておる現状もあります。尾鷲市も九鬼町に移住体験住宅を準

備しまして、今サポートセンターのほうではもっと、１カ月単位じゃなくて、もっ

と短い単位で利用できる体験施設みたいなのを検討しておりますので、そういうの

を活用しながら、ふるさと納税の返礼品に地域に実際体験していただく、よさを知

っていただく、そういう田舎体験の返礼品は物すごくいいものだと考えております。  

○村田委員   ぜひそうしていただくようお願いをしたいんですが、水産商工でも
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申し上げますけれども、ふるさと納税、ここで入っていくとおかしいんですけれど

も、やっぱり物だけのそういうものではなくて、やはり尾鷲市で体験をしていただ

く、尾鷲のよさをわかっていただくという意味からすると、食べ物だけじゃなく、

そういった経験も非常に大きなウエートを占めてくるかなと思いますので、市長、

ぜひよろしくお願いいたしたいと思います。  

○加藤市長   これは流通の体験からなんですけれども、要するに何か事を起こす

ためには物を売るだけじゃないんだと。事を起こさないとだめだというような、そ

ういう話から委員がおっしゃっているのは非常に理解できるわけなんです。昨今で

もただ物を選んでいただいて、それを返礼品としてやっていただくというような方

向も大事な話、これが主なんですけれども、一方では、おっしゃるように、例えば

ここで１泊２日でホテルに泊まりませんかとか、一方のところでは何かほかのとこ

ろで見ているのには何日間か高齢者に対するあれを派遣しますよとか、要するにそ

ういうこと対する需要というのが高まってきまして、そういうものもやはり必要で

はないかと。例えばこういうところに九鬼のみやかというのもちょくちょくちょく

ちょくそういう体験をされている方もいらっしゃいますので、そういうことも含め

てもっと幅広く、返礼品じゃないんですが、返礼品と返礼事ですよね。こういった

ものを含めながら考える必要があると私も思っておりますので、その辺は前向きに

捉えたいと思っております。  

○三鬼（孝）委員長   市長公室の補正予算、当初予算に係る審議は終わります。

御苦労さまでした。  

 暫時休憩します。  

（休憩  午後  ２時０６分）  

 

（再開  午後  ２時１４分）  

○三鬼（孝）委員長   休憩前に引き続き委員会を再開いたします。  

 それでは、先ほど楠委員から要請がありました補助金の関係の資料を配りますの

で、よろしくお願いします。  

○藤吉副市長   先ほどの質疑の中でありました尾鷲市補助金等見直し方針、尾鷲

市補助金等交付基準、尾鷲市補助金等評価実施基準、この三つを財政課と話ができ

ましたので、きょうフォルダーのほうで皆様に配信させていただくということで決

まりましたので、御報告いたします。  

○三鬼（孝）委員長   それでは、議会事務局に係る議案第１４号の説明を求めま
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す。  

○岩本議会事務局長   議会事務局です。よろしくお願いいたします。  

 それでは、議案第１４号、平成３０年度尾鷲市一般会計予算の議決についてのう

ち議会費について御説明申し上げます。  

 当初予算書の４６、４７ページをごらんください。  

 歳出でございます。  

 第１款、第１項、第１目議会費の本年度予算額は１億２ ,２７３万８ ,０００円で、

前年度と比較いたしまして１４２万５ ,０００円の減額でございます。財源内訳は

全て一般財源でございます。  

 まず、議員報酬手当等につきましては８ ,７３０万１ ,０００円で、内訳は議員１

３名分の議員報酬、期末手当及び共済組合負担金でございまして、金額につきまし

てはそれぞれ記載のとおりでございます。  

 次に、議会費職員人件費ですが、これは総務課より一括説明がありましたので割

愛させていただきます。  

 次に、議会運営経費につきましては１ ,１８９万７ ,０００円でございます。主な

ものといたしまして、９節旅費は議長会関係の会議や各委員会の管外行政視察旅費

等で３１１万２ ,０００円を計上しております。３０年度につきましては全国議長

会の建設運輸委員会の委員長職に当たるということもございまして、昨年度より１

３万円の増額としております。なお、先般御協議いただきました議会運営委員会の

管外行政視察旅費５５万円が含まれておりますが、これにつきましては特段視察す

べき案件がなければ不執行という形ということで御決定いただいておりますので、

そのように取り扱うということでよろしくお願いしたいと思います。  

 次に、１０節交際費は前年度と同額の４０万円の計上でございます。  

 １１節需用費は１２０万１ ,０００円で、この中で新規のものとして議員１３名

分の防災用ヘルメットの購入費約６万８ ,０００円を消耗品費に計上しております。  

 続きまして、４９ページをごらんください。  

 １２節役務費では、機構改革に伴う議場の名札書換手数料を２万２ ,０００円計

上いたしております。  

 １３節委託料は２０５万２ ,０００円で、会議録の反訳委託料でございます。  

 １４節使用料及び賃借料につきましては、回線使用料として議会中継用のインタ

ーネット及びタブレットの回線使用料が１５３万５ ,０００円、また、ペーパーレ

ス会議システムの利用料として９７万２ ,０００円を計上しております。  
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 次に、１９節負担金、補助及び交付金２４１万８ ,０００円は、負担金といたし

まして全国市議会議長会負担金を初め、下段の中南勢都市議会議長会負担金までそ

れぞれ記載のとおりでございます。それと、補助金につきましては、政務活動費と

して昨年度と同額の１９５万円を計上しております。なお、この政務活動費につき

ましても先般御協議いただき、廃止する方向で決定していただいております。この

予算の取り扱いにつきましては条例と合わせて処理する必要がございますので、６

月定例会におきまして条例廃止とともに予算を減額補正する取り扱いをさせていた

だきたいと思いますが、それでよろしいか、そういう方向でお願いしたいと思いま

す。  

 最後に、予算書の９ページをごらんください。  

 第２表、債務負担行為の１段目にありますペーパーレス会議システム利用料につ

きましては、本年、平成３０年１０月末をもってサイドブックスの利用契約期間が

満了となりますもので、１１月から再度３年間の利用契約を結ぶため、平成３１年

度以降に発生する金額２５４万９ ,０００円を限度額として定めるものでございま

す。  

 以上が議会費の説明でございます。よろしくお願いいたします。  

○三鬼（孝）委員長   ありがとうございます。  

 それでは、議会事務局長から議案第１４号の議会に係る予算説明がございました。

御質疑がある方は御発言願います。  

○村田委員   ４７ページの需用費の１２０万１ ,０００円、ヘルメットの話があり

ましたが、これは議長が大変努力をしてくれたんだなと思いますけれども、これは

安全靴についてはなかったんですか。  

○岩本議会事務局長   安全靴につきましても議長とともに財政課のほうと予算計

上して協議をさせていただいたんですけれども、財政上の理由で今回は見送りとい

うことで結論になりました。  

○村田委員   借上料が６ ,０００円計上されておりますけれども、これは何でしょ

う。  

○岩本議会事務局長   これは出張の際にタクシー等も利用するんですけれども、

そのタクシー料金等が高額になることもございますので、その分６ ,０００円を計

上させていただいております。  

○楠委員   細かい話なんですけど、負担金で中南勢都市議会議長負担金が前年度

から２分の１になっているんだけど、何か都合があったんですか。  



－５２－ 

○岩本議会事務局長   中南勢都市議会議長会というのは毎年２回ほど開催してお

ったんですけれども、今回から１回ということになりまして、その分２分の１にな

っております。  

○三鬼（孝）委員長   他に。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○三鬼（孝）委員長   なければ、これで議会事務局の予算審議を終わります。御

苦労さまでした。  

（休憩  午後  ２時２１分）  

 

（再開  午後  ２時２２分）  

○三鬼（孝）委員長   続きまして、議案第２０号、議案第１４号、出納室に係る

予算の説明を求めます。  

○北村会計管理者兼出納室長   出納室です。よろしくお願いいたします。  

 それでは、予算決算常任委員会進行表に沿って御説明をさせていただきます。  

 まず、議案第２０号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第５号）の議決に

ついてのうち出納室に係る分を予算書によって御説明させていただきます。  

 例年３月補正の時期に計上させていただいている歳入２件でございます。  

 補正予算書の１６ページ、１７ページをごらんください。通知いたします。  

 歳入についてでございます。  

 ページ上段にあります１５款財産収入、１項財産運用収入、３目基金運用収入、

１節基金運用収入の補正額１３９万４ ,０００円のうち出納室分といたしまして５

２万９ ,０００円の補正増額でございます。これは前年度、用品調達基金剰余金と

して５２万９ ,０００円の計上でございます。  

 続きまして、同ページ下段にあります１９款諸収入、２項市預金利子、１目市預

金利子、１節市預金利子の補正額２２万６ ,０００円の補正増額でございます。こ

れは定期預金利子であり、歳計一時預金利子として２２万６ ,０００円計上し、計

２２万７ ,０００円とするものでございます。  

 以上が補正予算の説明でございます。  

 それでは、続きまして、議案第１４号、平成３０年度尾鷲市一般会計予算の議決

についてのうち出納室に係る分を予算書によって御説明いたします。  

 出納室における前年度当初予算との比較といたしましては少し減少しております

が、特に大きな変更点はございません。  
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 まず、予算書の３８ページ、３９ページをごらんください。  

 歳入についてでございます。  

 ページ中段上にあります１８款繰越金、１項繰越金、１目繰越金、１節繰越金は、

前年度繰越金として１ ,０００円の計上でございます。  

 続きまして、同ページ下の１９款諸収入、２項市預金利子、１目市預金利子、１

節市預金利子は、歳計一時預金利子として１ ,０００円の計上でございます。  

 次のページ、４０ページ、４１ページをごらんください。  

 ページ中段にあります１９款諸収入、５項雑入、１目雑入、２節総務費雑入１ ,

６９３万２ ,０００円のうち出納室分といたしまして１行目にございます白地図等

売却代４万２ ,０００円の計上でございます。  

 次に、歳出でございます。  

 まず、予算書５０ページ、５１ページをごらんください。通知をいたします。  

 ２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費の６億２ ,８２９万７ ,０００円の

うちの出納室分を御説明いたします。なお、財源内訳は全て一般財源でございます。  

 少しページが飛びまして、６１ページをごらんください。通知いたします。  

 出納室分としまして、ページ下段の会計事務経費７５万４ ,０００円の計上でご

ざいます。内訳としまして、１１節需用費は４２万３ ,０００円で、消耗品費２５

万３ ,０００円、印刷製本費１７万円、主に決算書の作成に関する経費でございま

す。次に、１２節役務費は通信運搬費２５万４ ,０００円で、口座振込通知書等の

郵送代でございます。ページがまたがりますが、１４節使用料及び賃借料は複合機

使用料７万２ ,０００円でございます。１９節負担金、補助及び交付金は三重県都

市会計管理者関係負担金５ ,０００円でございます。  

 続きまして、庁内事務経費は５６万６ ,０００円の計上でございます。１１節需

用費は４７万２ ,０００円で、印刷製本費４７万２ ,０００円、庁内で使用する納付

書や封筒の作成経費でございます。１２節役務費は保険料４万３ ,０００円、全国

市長会公金総合保険料でございます。１８節備品購入費は５万１ ,０００円、庁内

事務用椅子の購入費でございます。  

 続きまして、３０２ページ、３０３ページをごらんください。通知いたします。  

 １１款公債費、１項公債費、２目利子７ ,１６０万８ ,０００円のうち出納室分を

御説明いたします。  

 前年度と同額でございます。２３節償還金、利子及び割引料のうち一時借入金利

子として例年同様、一時借り入れをした場合の利子償還金として８２万２ ,０００
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円の計上でございます。  

 以上で出納室に関する補正予算及び当初予算の説明とさせていただきます。よろ

しく御審議いただき御承認賜りますよう何とぞよろしくお願いいたします。  

○三鬼（孝）委員長   ありがとうございます。  

 出納室に係る議案第２０号、議案第１４号の説明が終わりました。これに対する

御質疑がある方は御発言願います。よろしいですか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○三鬼（孝）委員長   ないようでございますので、出納室の予算審議は終了いた

します。御苦労さまでした。  

（休憩  午後  ２時２９分）  

 

（再開  午後  ２時３０分）  

○三鬼（孝）委員長   それでは、監査委員事務局から議案第１４号の予算審議に

入りたいと思います。予算の説明を求めます。  

○仲監査委員事務局長   監査委員事務局です。よろしくお願いいたします。  

 それでは、議案第１４号、平成３０年度尾鷲市一般会計予算の議決についてのう

ち監査委員事務局の予算につきまして尾鷲市一般会計・特別会計予算書に基づいて

説明させていただきます。  

 予算書のまずは１１２ページをごらんください。  

 ２款総務費、６項監査委員費、１目監査委員費の本年度予算額は１ ,７２５万６ ,

０００円で、前年度に比べますと１７１万円の減額となっております。財源内訳と

いたしましては、その他特定財源１万円とそれ以外が一般財源１ ,７２４万６ ,００

０円となっております。その他特定財源１万円につきましては、通知させていただ

きます。予算書の４０、４１ページをごらんください。  

 １９款諸収入、５項雑入、１目雑入、２節の総務費雑入のうち４１ページの下か

ら６行目に記載されております三重県市町村振興協会からの職員研修助成金５万２ ,

０００円のうちの１万円でございます。該当する職員研修の内容につきましては、

後ほど御説明させていただきたいと思います。  

 次に、予算書の１１２、１１３ページのほうにお戻りください。右側、１１３ペ

ージの下段の表の中ほどやや下のほうをごらんいただきたいと思います。  

 人件費を除きました監査事務費は２４５万３ ,０００円で、前年度に比較して１

５万円の減額となっております。  
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 監査事務費の内訳といたしましては、まず、１節報酬１７７万円は代表監査委員、

議選監査委員、２名の委員報酬であります。  

 ８節報償費６万５ ,０００円は、住民監査請求に係る弁護士に対しての相談費用

として、昨年度と同様に、１回２時間、３回分の弁護士料を計上させていただきま

した。  

 次に、９節旅費１０万８ ,０００円につきましては、監査委員及び事務局職員の

都市監査委員会総会及び研修会等への参加旅費で、前年度と比較し１１万４ ,００

０円の減額となっております。減額の主な理由といたしましては、東海・北陸・近

畿三地区共催事務研修会が前年度の新潟県上越市から平成３０年度においては県内

の伊勢市で開催されるということに伴う宿泊費の減であります。なお、平成３０年

度は新たに全国市町村国際文化研修所、通称、ＪＩＡＭが開催する研修会、自治体

の内部統計と監査機能への職員１名分の参加費用６ ,０００円を加えておりまして、

先ほど歳入のほうで御説明させていただきました受講助成金１万円は、後ほども御

説明させていただきますこの研修会への参加負担金に対して充当させていただいて

おります。  

 次に、１１３ページ最下段から２ページ先に飛んでいただいて１１５ページの最

上段にかけて記載の１１節需用費４５万７ ,０００円は、定期監査、例月出納検査、

決算審査等に係る事務用消耗品費、監査事務に係る参考書籍購入費、書籍加除追録

代等の消耗品費であります。前年度と比較して２万４ ,０００円の減額となってお

ります。  

 次に、１２節役務費の通信運搬費１万１ ,０００円につきましては、前年度と同

様に、住民監査請求関係書類の簡易書留等の郵送料を想定して計上させていただき

ました。  

 最後に、１９節負担金、補助及び交付金の４万２ ,０００円につきましては、ご

らんのとおり、それぞれ三地区共済事務研修会負担金、三重県、東海地区、全国都

市監査委員会の年会費及び県と東海地区の総会、研修研究会への参加負担金となり

ます。前年と比較して１万円の増額につきましては、先ほどから説明しております

旅費のところで述べました全国市町村国際文化研究所が開催する職員研修会への負

担金１万５００円の増が主なものであります。  

 以上で、監査委員事務局に係る予算の説明を終わります。よろしく御審議賜りま

すようお願い申し上げます。  

○三鬼（孝）委員長   ありがとうございます。  
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 監査委員事務局に係る議案第１４号の説明が終わりましたので、御質疑のある方

は御発言願います。  

○楠委員   負担金のところで前年度なくて、今回、監査事務職員研修負担金、今

１万５００円ということだったんですけど、これは定期異動に伴って行っていない

職員の行かせるのか、それとも各年にあるような研修なのか、それともスキルアッ

プをやるような研修なのかというところを確認したいんですけど。  

○仲監査委員事務局長   これはあくまで毎年とかではなくて、今回、先ほど申し

ましたように、内部統計と監査機能といった題材でありまして、今後に備えて、新

たな職員であろうと、今おる職員であろうと学ばなくてはいけない事項であるとい

う判断のもとでこれを設定させていただきました。  

○楠委員   今の説明では新しい制度に伴って早目に研修を受けるということでよ

ろしいんでしょうか。  

○仲監査委員事務局長   はい、そのとおりでございます。  

○三鬼（孝）委員長   他に。  

○奥田委員   直接は予算と関係ないんですけど、監査にお伺いしたいんですが、

県からの指導で都市計画税の余剰の問題があったじゃないですか。監査というのは

いつごろ、これまでも指摘しておったんですか、それとも今回初めて知ったのか。  

○仲監査委員事務局長   正直申しまして、監査委員事務局といたしましては、あ

くまで事務局といたしましては、基金構成について予算編成の段階で成立というよ

うなこともあって、そういった認識が強くて照査作業に膨大な時間、労力がかかる

ということもあって、余剰金の取り扱いについてまでは正直なところ審査の対象と

はしてこなかったというところです。都市計画税剰余金の取り扱いについては特別

会計とか基金を設置して管理する方法というものが考えられますけれども、したが

って、そういった意見とか、指導とか、そういったことに至ってはいなかったとい

うことになります。  

○三鬼（孝）委員長   奥田委員、これは予算外ですから、簡潔にどうぞ。  

○奥田委員   直接監査はしていないということですけど、ただ、基金のほうも非

常に大事ですので、次の予算とかのことも考えたら、今後そういうところも含めて

もうちょっと監査範囲を広げても、大変だと思いますけど、踏み込んでやっていた

だけたら助かるなと思います。お願いします。  

○仲監査委員事務局長   そういった部分も、例えば今後、担当部署からそういっ

た資料といったものがもし作成された場合にはそういったものも取り寄せて、監査
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としてできる範囲があるんですけれども、その範囲内でやっていきたいと思ってお

ります。  

○三鬼（和）委員   私、監査委員は一度しか経験がないんですけど、全国である

とか、この地区であるとか、研修がありますよね、代表監査も議選の監査も。この

旅費は全国大会もしばらく当市としては行っていないのではないかなと思うんです

けど、財政が厳しい折、こういった経費節減というのはあれなんですけど、先ほど

指摘されておった部分も研修会等々では、最近、財務４表も含めて監査の仕方とい

うか、外部監査を入れるほど、費用的な問題もあったりとか、規模もあるんですけ

ど、ないような自治体にあっては、やはり研修のための旅費というのはもっと請求

するというか、請求せなあかんのじゃないかなと思うんですけど、その辺、監査の

あり方として、副市長さん、どうなんですか。予算主義から決算主義、監査の必要

性がふえておるようなんですけど、研修の実績としては当市はかなり低いと思うん

ですけど、そういったことを把握していますか。どうなんですか。  

○藤吉副市長   申しわけございません。監査に関しての研修については少し知識

がございませんので、ちょっと把握しておりません。  

○仲監査委員事務局長   監査の研修の主なものといたしましては、全国なり、県

なり、３地区なりの都市監査委員会の総会とか、そういった場で全国で著明な講師

を招いて大変有意義な講義を受けるわけですけれども、そういったものが主なもの、

それと、あと、県内で具体的な、我々事務官のような者が受けるような、例えば公

営企業会計とか、そういったものを受けておるわけですけれども、全国への参加に

つきましてはいろんな意味で、例えば今、平成３２年から義務づけられている監査

基準といったものの策定に当たっての国の考え方とか、そういったものが聞ける機

会であるということで、事務局としても参加したいという意思は持っておるんです

が、ただ、今インターネットとかも発達した中で総会の資料を取り寄せたり、イン

ターネットで調べるなどである程度カバーできるのではないかという判断のもとで

財政上のこともあって今回は計上しなかったということです。  

○三鬼（和）委員   財政上の事情は十分わかるんですけど、こういったこととい

うのは余り手抜きといったらおかしいんですけど、レベルをつけていかなくちゃい

けないというところがあって、多分、尾鷲市の場合は人数にしてでも、行く機会に

しても、ほかの自治体の監査にしたらかなり人数と回数が低いんじゃないかなと思

うので、ここばかりのことで監査がやっていけるという時代ではなくなっておるの

で、やっぱりもっと請求して検討すべきじゃないかと思うんですけど。  
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○仲監査委員事務局長   おっしゃられるとおりだと思います。今、事務局としま

して、監査委員さん２名と事務局員２名ということで限られた人数ということもあ

りますので、できる限り参加できるようにそういった計画も立てていきたいと思っ

ております。  

○濵中委員   今の話の関連なんですけれども、今、局長の説明の中でネットでの

情報収集というあたりを言われたんですけど、私も監査の研修会へ１回行かせてい

ただいたりとか、あと、実際、議会も視察に直接行かせていただく中で、教えてい

ただく、講演いただく内容だけではなくて、同じ立場の人たちとの情報交換という

のはやっぱりその場へ行かんと聞かせていただけないことがあったりとか、事例の

中でお互いに情報交換というあたりではやっぱり現場へ出かけること、その貴重性

というのはあると思うので、できるだけそういった場には機会を捉えていただきた

いなと思いますので、重ねて要望をさせていただきたいと思います。  

○三鬼（孝）委員長   他にございますか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○三鬼（孝）委員長   なければ、これで監査委員事務局の予算審議を終了いたし

ます。  

 １０分間、休憩します。  

（休憩  午後  ２時４４分）  

 

（再開  午後  ２時５２分）  

○三鬼（孝）委員長   委員会を再開いたします。  

 それでは、防災危機管理室に係る議案第２０号、議案第１４号の内容の説明を求

めます。  

○神保防災危機管理室長   防災危機管理室です。よろしくお願いいたします。  

 議案第２０号、平成２９年度尾鷲市一般会計補正予算（第５号）の議決について

のうち防災危機管理室に係る分について御説明いたします。  

 補正予算書及び予算説明書の１４、１５ページをごらんください。  

 歳入でございます。  

 １４款県支出金、２項県補助金、１目総務費県補助金、補正前の額１３５万７ ,

０００円に補正額３３万８ ,０００円の増額で１６９万５ ,０００円とするものでご

ざいます。これは補助金の確定に伴います地域減災力強化推進補助金の増額分でご

ざいます。  
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 次に、歳出についてでございます。  

 ２６、２７ページをごらんください。  

 ２款総務費、１項総務管理費、１２目防災費の一般財源からの３３万８ ,０００

円減の財源更正は、先ほどの地域減災力強化推進補助金の額の確定によるものでご

ざいます。  

 続いて、５２、５３ページをごらんください。  

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費、補正前の額４億３ ,６５０万８ ,００

０円に補正額３９４万７ ,０００円の減額で４億３ ,２５６万１ ,０００円とするも

のでございます。これは三重紀北消防組合負担金の精算に伴う減額でございます。  

 ２目非常備消防費、補正前の額４ ,２４２万７ ,０００円に補正額１３万５ ,００

０円の減額で４ ,２２９万２ ,０００円とするものでございます。これは細目、非常

備消防一般事務費の１８節備品購入費でございますが、第４分団に配備した小型動

力ポンプつき積載車購入の入札差金でございます。  

 以上でございます。  

 続きまして、議案第１４号、平成３０年度尾鷲市一般会計予算の議決についての

うち防災危機管理室に係る分について御説明いたします。  

 まず、歳入の説明です。  

 予算書の３４、３５ページをごらんください。  

 １４款県支出金、３項委託金、４目消防費委託金、１節水防費委託金１０９万３ ,

０００円につきましては、水門等の点検管理に関し、水防費委託金として三重県よ

り交付されるもので、水防事業費に全額充当されております。  

 ４２、４３ページをごらんください。  

 １９款諸収入、５項雑入、１目雑入、６節消防費雑入６３３万７ ,０００円につ

きましては、消防団員退職報償金収入５２５万６ ,０００円、これは消防団員等公

務災害補償等共済基金から交付されるもので、消防団員の退職金に充てていきます。

また、消防団員福祉共済制度事務費返戻金１ ,０００円は、同じく共済基金から事

務費として交付されます。小型ポンプ操法関連助成金１０８万円は、操法大会に係

る助成金でございます。  

 続きまして、歳出の説明をさせていただきます。  

 予算書の８４、８５ページをごらんください。  

 ２款総務費、１項総務管理費、１２目防災費、本年度予算額４ ,２６０万１ ,００

０円でございます。  
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 ８５ページの細目、防災訓練経費７５万１ ,０００円でございますが、内容とし

ましては、市民の防災意識の高揚と自主防災活動の促進を図り、防災を日常化する

ことを目的に、土砂災害訓練、尾鷲市防災訓練、巨大津波対処訓練の実施、また、

防災フェアの開催による啓発活動などを行う事業経費でございます。  

 続きまして、細目、自主防災組織整備事業７０５万２ ,０００円でございます。

事業内容といたしましては、市民の安全安心を向上させるため、災害時に備えた避

難経路の確保、自主防災活動を積極的に取り組むことを目指した事業経費でござい

ます。  

 主なものとしましては、ページをおめくりいただいて、１１節需用費の修繕料３

００万円は避難路簡易修繕料でございます。  

 １２節役務費９７万１ ,０００円と１８節備品購入費３７万６ ,０００円は、自主

防災会の防災倉庫設置に係るものでございます。  

 １９節負担金、補助及び交付金の補助金２５２万円は、尾鷲市地域防災力向上補

助金でございます。  

 ここで、避難路簡易修繕及び尾鷲市地域防災力向上補助金について、主要施策の

予算概要により担当から説明いたします。  

○西村防災危機管理室係長   それでは、主要施策の予算概要１５ページをごらん

ください。  

 避難路簡易修繕の事業概要について説明いたします。  

 本市では、避難路の整備につきまして、東日本大震災以降、特に避難路の安全性

を高めることを目的とした修繕を重点的に取り組んでおります。今年度につきまし

ても昨年度同様３００万円の予算計上を行い、地域からの要望や緊急性を勘案し、

避難路の整備を進めております。いずれも手すりの設置や避難路修繕など、安全に

避難できるよう対策を進めております。市が実施する避難路整備のほか、自主防災

会を初めとする地域住民の皆さんが一致団結し、自分たちで避難路を設置したり、

いつでも避難できるよう除草などの管理をしていただいております。今後も行政と

地域住民が有機的に連携し、取り組んでいきたいと考えております。事業費は一般

財源で３００万円でございます。  

○古川防災危機管理室主事   続きまして、主要施策の予算概要１６ページをごら

んください。  

 尾鷲市地域防災力向上補助金の事業概要について説明をいたします。  

 近い将来発生が危惧されている巨大地震等の災害による被害を最小限に抑えるた
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めには、住民一人一人が災害に備え、地域が連携し合い、行政も必要な対策を実施

して、行政と住民が総力を挙げて取り組んでいかなければとても災害に立ち向かう

ことはできないと考えております。  

 このため、自主防災組織を初めとする地域のコミュニティ組織が地域の実情に即

した防災対策を実施する上で必要な支援を行い、各地域の防災に対する取り組みを

活性化していくための補助制度を平成２４年度より実施しております。１団体につ

き７万円が上限ですが、災害備蓄品の配備や資機材の充実、避難マップの作成など、

皆様にアイデアと知恵を出していただき、地域の防災力向上のために有効に活用し

ていただいております。事業費は一般財源で２５２万円でございます。  

 説明は以上です。  

○神保防災危機管理室長   予算書８６、８７ページをごらんください。  

 細目、防災危機管理室維持管理経費２ ,６１２万４ ,０００円でございます。事業

内容につきましては、災害時に重要となる警報などの防災情報をより迅速に伝達す

るため、防災行政無線、防災メール、エリアワンセグなどを活用しております。こ

のことにより、市民みずからが避難行動などの判断を的確に行うことで被害が最小

限となることから、減災対策につなげるためのシステム維持管理や更新などを実施

する事業経費でございます。  

 事業費の主なものは、１１節需用費４６２万９ ,０００円のうち光熱水費３６９

万２ ,０００円で、このうち３００万円が防災センター電気代でございます。  

 １３節委託料１ ,７０８万９ ,０００円のうち防災無線保守点検業務委託料２６９

万円、ページをおめくりいただいて、土砂災害情報相互通報システム保守点検業務

委託料４６２万３ ,０００円、エリアワンセグシステム保守料８６４万円などでご

ざいます。  

 １８節備品購入費２１２万６ ,０００円は、現行のＪアラートを新型受信機に更

新するためのものでございます。  

 続きまして、細目、防災対策費８６７万４ ,０００円でございます。事業内容に

つきましては、さまざまな防災・減災対策を実施する事業経費でございます。  

 主なものといたしまして、８節報償費２４万円は、東京大学、片田教授の防災危

機管理アドバイザー料でございます。  

 １１節需用費、消耗品費４００万円のうち、公的備蓄品の確保としてアルファ化

米８ ,０００食分３１１万１ ,０００円と保存水、粉ミルクの購入費、また、その他

の公的備蓄品及び防災啓発物品などの購入費用でございます。  
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 １５節工事請負費１５７万２ ,０００円は、エリアワンセグのアンテナ取りつけ

工事費でございます。  

 １９節負担金２６３万８ ,０００円のうち三重県防災行政無線運営協議会負担金

８３万２ ,０００円と、ページをおめくりいただいて、三重県防災航空隊運営負担

金１６９万７ ,０００円が主なもので、県内各市町の負担金でございます。  

 次に、予算書９４、９５ページをごらんください。  

 １４目諸費、総務管理費負担金１８０万円のうち当室分といたしましては、紀北

危険物安全協会負担金１万円、指定ヘリポート管理負担金３万６ ,０００円、尾鷲

地区防犯協会負担金９９万７ ,０００円、ページをおめくりいただいて、暴力追放

推進会議負担金４万円、津波予測・伝達システム市町負担金６３万円でございます。  

 次に、総務管理費補助金１２万円は尾鷲市防犯委員会補助金で、これは市内８地

区から成る防犯委員会の運営費でございます。  

 次に、予算書２４４、２４５ページをごらんください。  

 ８款消防費、１項消防費、１目常備消防費４億２ ,４９４万円で、その内訳とい

たしましては、三重紀北消防組合負担金として４億１ ,８０３万５ ,０００円、消防

救急デジタル無線共通波設備負担金６９０万５ ,０００円でございます。  

 次に、２目非常備消防費、本年度予算額４ ,８５９万６ ,０００円でございます。  

 細目、消防団員活動費３ ,１２７万１ ,０００円でございますが、事業内容につき

ましては、消防団の日常的な訓練等の事業経費でございます。  

 １節報酬１ ,４１２万３ ,０００円が団員の訓練手当などの各手当でございます。  

 ４節共済費５５５万円のうち、退職報償金に係る掛金として条例定数の２６０名

分に１名当たり１万９ ,２００円の４９９万２ ,０００円、そのほか、消防団員の災

害補償掛金４９万４ ,０００円が主なものでございます。  

 ８節報償費５２７万３ ,０００円のうち５２５万６ ,０００円が消防団員の退職報

償金でございます。  

 １１節需用費、消耗品費４７４万２ ,０００円のうち４４０万１ ,０００円につき

まして、主要施策の予算概要等により担当から説明いたします。  

○上岡防災危機管理室主任主事   それでは、主要施策の予算概要８０ページをご

らんください。  

 消防団員用防火服整備事業について説明いたします。  

 事業の目的といたしまして、消防団員は火災発生時や南海トラフ巨大地震などの

災害発生時に公設消防とともに市民の生命、身体及び財産を守るために消防活動を
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行っています。これらの災害時の安全性及び活動性の向上並びに公務災害の軽減を

目的としています。  

 尾鷲市消防団１５分団に対しコート型防火服を３着ずつ配備し、各分団の中から

火災現場に接近する小隊長、筒先員、筒先補助員の３名に配備いたします。また、

消防学校の訓練等に必要となるセパレート型防火服を団本部に５着配備し、災害対

応や各分団の訓練の際に使用いたします。  

○神保防災危機管理室長   予算書２４６、２４７ページをごらんください。  

 細目、非常備消防一般事務費１ ,７３２万５ ,０００円でございます。事業内容に

つきましては、消防団員の活動に際しての安全管理を目的に各団に配備している小

型動力ポンプつき積載車の更新整備や各分団詰所の資機材等の管理を行う事業経費

でございます。  

 １１節需用費２０５万４ ,０００円のうち光熱水費６３万９ ,０００円は、各分団

詰所の電気、水道代で、修繕料１２１万５ ,０００円につきましては１２台分の消

防団車両の車検整備代でございます。  

 １２節役務費１２４万３ ,０００円のうち浄化槽保守点検手数料６４万８ ,０００

円は、分団詰所１０カ所の保守点検法定検査手数料でございます。  

 １８節備品購入費１ ,２７４万４ ,０００円は、第６分団小型動力ポンプつき積載

車と第７分団小型動力ポンプつき軽積載車購入費でございます。  

 １９節負担金６３万円は、消防協会紀北支会への負担金でございます。  

 続きまして、３目水防費、本年度予算額１０９万３ ,０００円でございます。水

防事業につきましては、市内にあります１０５基の防潮扉や樋門、水門などの点検、

管理を行う事業で、全て県支出金の水防費委託金が充当されております。  

 以上でございます。  

○三鬼（孝）委員長   ありがとうございます。  

 防災危機管理室に係る議案第２０号、議案第１４号の説明が終わりましたので、

御質疑願います。  

○濵中委員   予算書８９ページ、防災対策費の備蓄品の件なんですけれども、説

明の中で粉ミルクの備蓄というふうに言われましたけれども、国のほうでこのほど

液体ミルクの販売の方針が固まったと、その基準をまとめたというようなニュース

が出ておりますので、販売が今年度中になるかどうかはちょっとまだ未確定のよう

なんですけれども、ぜひ乳児を持ったお母さん方に御意見を伺う機会を持ってでも

これがどの程度液体ミルクとしての備蓄を求められるのかどうかという調査を含め
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てこのあたりを検討してもらいたいというのが１点、それから、もう一点なんです

けれども、８７ページのほうの防災力向上補助金なんですけれども、昨年度と同額

なんですけれども、自主防災会の数というのはふえていないと見ればよろしいです

か。その２点、お願いします。  

○神保防災危機管理室長   １点目でございますが、液体ミルクに関しましては、

また防災フェア等、５月の連休に毎年やってございますので、そのあたりですとか、

また、防災フェア関連の事業のときに多数の親子さんが来ますので、そのあたりで

アンケートなどをとれたらと思っております。  

 続きまして、自主防災組織に関しましては１団体ふえております。その中で運営

しております。  

○濵中委員   自主防がふえているということはありがたい話かなと思うんですけ

れども、やはり１団体というのはまだ心もとないなと思うので、自治会の空白地域

に関しては特に心配されるところやと思います。空白地域の地図への落とし込みな

んかも前からやられておるようには聞いておりますけれども、そのあたりの啓発を

もう少しやっていただければなと思うんですけど、今年度、自主防拡大に対しての

予定などがありましたら、どうでしょうか。  

○神保防災危機管理室長   拡大という予定はございませんが、やはり自主防とい

うのはうちの防災組織の中で自主防災協議会を含め大切な組織でございます。その

中でもちろんうちはどんどんと団体をふやしたいところでございますが、なかなか

思うようにふえてございません。これが現状でございます。ですが、できる限りの

ことをやって推進をしていきたいと考えております。  

○濵中委員   現在、自主防で活動してくださっている方の中には、ふだんのいわ

ゆる自治会的な動きもしながら防災の大切さを伝えてくださっている方もいらっし

ゃるように聞いておりますので、防災の動きに関しましては日常の顔を見知るとこ

ろから始まるんだというふうにも聞いておりますので、そういったあたり、現在の

自主防の方たちが自分たちの地域だけではなくて、外に出る動きをしてくださって

いる方たちに市もきちんと絡んでいくような形でぜひ啓発をお願いしたいと思いま

す。  

○奥田委員   主要施策の予算概要の１６ページ、予算書でいうと８７ページの尾

鷲市地域防災力向上補助金ですね。これは２５２万ということですけど、一つの自

主防災会７万円ということでしたよね。でも、金額が減っていませんか、これ。一

緒なの。上限７万円、３６カ所ということ。これ、去年から下がったの。ことしか
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らか、２９年度から下がっておるんやね。  

○西村防災危機管理室係長   ２８年度から３６団体になり、金額も７万円掛ける

３６団体という形になって、今現在２５２万円となっております。  

○奥田委員   もう一点、同じ８７ページの役務費、防災倉庫移転手数料７０万２ ,

０００円と防災倉庫設置手数料２６万９ ,０００円ですけど、これは何カ所ですか。  

○神保防災危機管理室長   防災倉庫の設置１件と、あと、移転手数料も、これは

まだ交渉中なんですけれども、それの一つ分を見込んでおります。１件、１件です。  

○奥田委員   そうすると、２９年度に予定しておったけど、できなんだ末広町、

これはどうなるの。入っているの、３０年度。  

○神保防災危機管理室長   ３０年度というか、末広町に関してはまだ今のところ

交渉を今後やっていくということで、違う予算が入っております。場所は末広町で

はございません。  

○奥田委員   それはおかしいんじゃないの。２９年度に末広町をやるということ

で場所も決めて予算を立てておったのに、予算、あったじゃないですか。やるとい

うことで進めておって、問題は前から問題になっていた地籍調査ですよ。全然やっ

ていないから市の土地と民間との境界がわからんもんでやれなかったんですけど、

やらなかったですね。だったら、もう予算は消えてしまうの。なくなってしまうん

ですか。３０年度は別のところということは、末広町は２９年についておったけれ

ども、あなた方の責任ですよ。市の土地と民間とわからんのだから、官と民の境目

がわからんのでしょう。測量すればええ話ができなんだわけでしょう。それをなぜ

その予算、３０年度、立たないんですか。白紙になってしまうの。それはおかしい

んじゃないですか、市として。市がちゃんと自分たちの土地やと言いながら、市の

管理をちゃんとしていないからあなた方の責任なんやないの。違いませんか。ちゃ

んと測量して自分らの土地というんやったらきちっと、市営住宅でも何回も言いよ

るけれども、市営住宅でさえできていないんやでね。自分の土地やというんやった

ら測量をせなあかんわ、きちっと。それが自分たちでそこにやると予定を立ててお

ってできなんだ。できなんだら予算は白紙になってしまうの。そんなのはおかしい、

あなた方の責任じゃないの。市の責任じゃないですか、これ。おかしいじゃないで

すか。  

○西村防災危機管理室係長   末広町自主防災会の防災倉庫は尾鷲市に自主防災会

が今７９団体ある中で２カ所の１カ所としてまだ未設置の団体でありました。末広

町自主防災会会長とも協議して、今年度はなかなか設置場所等についても協議した
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中でうまく調整ができなかったのも奥田委員さんがおっしゃるとおりでございます。

しかし、野地町自主防災会会長と調整し、末広地区に近い野地町自主防災の倉庫が

あるわけなんですけど、その倉庫で今回は資機材等を中に入れさせてもらうという

ような形で調整させていただきましたので、ここで報告させていただきます。  

○奥田委員   調整は調整ですよ。でも、それはあなた方、２９年度、まだ設置し

ていない末広町と、もう一個どこやったかな、２カ所あるんやということで、それ

で全てが終わるということでしておったわけでしょう。それがあなた方の責任です

よ。市の責任じゃないですか。ある意味、怠慢ですよ。尾鷲市の土地やと言いなが

ら、境界がわからんと。それでできなんだわけでしょう。でも、それは全然納得し

ていませんよ、自主防災会、末広も。それは一旦はそうやってせざるを得んやない

ですか、そういうふうに野地町のほうへ。でも、何で野地町、実際に考えてわかる

じゃないですか。実際に津波があったときになぜ、末広から考えて、線路があるじ

ゃないですか。線路の下へ行きますか。誰が線路の下へ避難するの。やっぱり上へ

逃げるでしょう。どう考えたって、税務署とか、山のほうへ行くでしょう、倉ノ谷

のあっちのほうへ。何で野地町のほうへ下がっていかなあかんの。誰も行かへんで。

下がっていかへんよ、線路をまたいで。誰が津波が来るって言っておるのに線路を

またいで下へ行くんですか。だから、調整したというのはあなたの都合であって、

全然納得していない、会長も。だから、それをあなた方の都合で、あなた方の責任

で２９年度に予算をつけたのにできなんだといって、それを自分たちの都合のええ

解釈をしてそうやって言っておるけれども、自主防災会は全く納得していません。

あなた方の責任なんだから、それはきちっと……。  

○神保防災危機管理室長   もちろん……。  

○奥田委員   ちょっと待ってくださいよ、課長、僕がしゃべっておるんだから。  

 あなた方がきちっと予算を立ててやっていながら、それでできなんだのに、じゃ、

全部白紙ですって。僕は３０年度に予算をつけてくるのかなと、もう一回つけてく

るのかなと思ったけれども、つけていないというのはおかしいよ、絶対にそれは、

あなた方のやっていることは。そんなやり方をしておったら、あなた方の責任なの

に、責任がないような形で調整しましたと。誰がそんな調整、あなた方が勝手にそ

うやって言っておるだけの話で、自主防災会は何も納得していない。僕は最近も聞

いていますけど、皆さん、怒っていますよ。こんなことがあってはいけない。少な

くとも３０年度で予算をつけなあかんわ、これ。つけていないなんて、それはひど

いね、自分たちの責任において。測量もせんと、僕は何回も測量をせいと言ってお
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るのに。  

○神保防災危機管理室長   この件につきましては、奥田委員……。  

○奥田委員   ちょっと待ってください、僕がまだしゃべっておるんやで。測量ぐ

らいしたらええやないですか。そんなにかからへんで。もうあそこら辺もくいも打

ってちゃんとしておるんやでさ。すぐできるよ。それを民間の人ががたがたがたが

た言うからできなかった部分はあるけれども、きちっとあんたらが入ってきちっと

したらすぐできるよ、そんなもの。それを本気でやる気がない、あんた方は。建設

もそうやけれども、全然やる気ない。もうちょっと真剣に、僕は前にも言うたけど、

真剣にやっていないから言っているんだよ、俺は。地域の人たちの立場に立ってや

ってくれということは何回も言っておるけれども、前の古江のことも言うたし、須

賀利のことも言うたけれども、やっぱり地域の人たちの身になって考えんと、あな

た方行政の都合のいいようにできるだけ簡単にやろうとか、そういうやり方は僕は

あかんと思うんですわ。それで、２９年度の予算をつけておって、できなんだら３

０年度に予算をつけんというのはおかしいよ、絶対に。おかしくないか。それでえ

えんか。市長、これでええんですか、そういうやり方で。市長、そういうやり方で

すか。自分たちの責任においてできなんだことが、執行できなんだと。執行できな

んだことを３０年度につけんのですか、もう。それはおかしいで、あなた方のやっ

ていることは。  

○三鬼（孝）委員長   奥田委員、よろしいな。まず室長の答弁、その後、市長に

も。  

○神保防災危機管理室長   この経緯につきましては自主防災会長にも納得してい

ただいています。ただ、この件に関しましては、奥田委員も内容に関してはわかっ

ていると思うんです。  

（発言する者あり）  

○神保防災危機管理室長   奥田委員、うちも……。  

（発言する者あり）  

○神保防災危機管理室長   奥田委員、済みません、申しわけないです。奥田委員、

答弁を聞いてください。済みません。  

 うちのほうも白紙という形じゃなくて、もちろん住民の方に誠心誠意何回も自分

らのできる範囲のことはやっているつもりでございます。白紙でやめたやないかと

か、そういうことは一切ございません。この先もちゃんと交渉を継続して何とかお

互い納得いくような場所に防災倉庫を建てていきたいと考えております。  
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○三鬼（孝）委員長   それは来年度にやるわけ。  

○神保防災危機管理室長   この自主防災の防災倉庫の整備というのは、もろちん

尾鷲市がやるものなんですけれども、まず、住民さんからの要望があって、実際そ

この場所に建ててくださいという形が本来でございまして、その中を含めまして、

私らもその中、よいところに調整してやってございます。ただ、奥田委員さんも中

に入っていただいて結構努力をしていただいた経緯もございまして、その中でより

よい調整をして、来年度以降も交渉して、よい場所に建てていきたいと考えてござ

いますが、来年度に関してはまだ場所が決定していないものですから、一旦そこに

関しての予算というわけで計上してございません。  

○奥田委員   僕はそういうことを言っておるんじゃなくて、今降った湧いた議論

じゃないんですよ。これは前から続いておって、市も自主防災会も話し合った上で、

何回も話し合った上で場所を決めたんですよ。場所を決めたんですね。それで、そ

こへ防災倉庫を置くと。２カ所なかったから、これで最後、自主防災会、倉庫が全

部つくんですよ。それで２９年度の予算がついたわけですよ。場所もちゃんと話し

合った上でね。ここを誤解しないでくださいよ。それなのに、市の土地ですよ。市

が管理している土地であって、それがいざ置くとなったときに市と民間との境界が

わからんと。わからんなら測量したらええ話やないですか。それをごちゃごちゃご

ちゃごちゃごちゃごちゃやっていてやらんとおって、結局納得していないわけです

よ。それで、野地のほうと、下のほうへ行く、そこの倉庫を一旦借りるということ

になったわけですよ。でも、全然それは納得していないわけですね。実際、末広に

は倉庫がないわけなんですね。ないままいくわけだ、これ。だから、僕が思ったの

は、２９年度、いろいろ話し合ったみたいなんです。その努力は認めますよ。話し

合っておった。調整したとかね。ただ、２９年度に予算がついておって話し合った

上で、それで、あなた方の責任で境界がわからんということでちょっと話が延びて

しまっておるわけなんですよね。そういう中で３０年度の予算を僕はつけてくると

思ったんですよ、もう一回、話し合いが続いているから。話し合いの中でできなん

だらできなんだで、でも、２８年もずっと話し合いをしてきて、２９年に予算がつ

いて不執行になったわけやで。当然、３０年度はつけてくるかなと僕は思ったんで

すよね。そういう話をしていますよ、皆さん。また来年、３０年度になったらして

くれるんやろうねとこの前も言いよったのに、今聞いたら、ちょっと僕、感情的に

なりましたけれども、それは３０年度についていないと聞いたもんでちょっと感情

的になったんやけれども、ついていると思ったもんでね。ついていない理由がわか
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らんのです。それはおかしいんじゃないのと僕は言っているわけです。皆さん、こ

の辺、御理解くださいよ。場所まで決めておいて境界がわからんということでつけ

なんだわけですよね。それはちょっとひどいんじゃないかと。だから、ちゃんと話

し合いがついたら予算をつけるとか、ちょっとその辺のところをきちっと言っても

らわないと。本来なら、あなた方、普通だったら３０年度につけるでしょう。２９

年度はあなた方の責任でつかなんだんだから。市長、そう思いませんか。自分たち

のミスで、ミスですよ、完全な。場所まで決めて予算をつけたんだから。それをあ

なたのミスであるにもかかわらず、もう不執行だったらそれでええんやと、次の年

もつけないんだというのは、そういうやり方というのは行政としておかしいと思う

んですわ。どうですか、市長。測量したらええじゃないですか、測量を。  

○加藤市長   まことに恐縮なんですけれども、この話をお伺いしたのは初めてな

んです。ただ、今いろんな自主防災の方々といろんなコンタクトをとりながらいろ

んな話をした中で、やはりおっしゃるように、防災倉庫の設置ということは、要す

るに皆さんが望んでいるという声が上がってきているのは事実なんですよね。ある

いは、充実するとかと。この件について私もまだ全部認識したわけじゃないんです

が、経緯というのは大体そういう形になっているんだなと。そうすると、要するに

境界の問題があるから、測量をきちんとしながら場所をきちんと決めるというよう

な、そういう作業が残っているというような話なんですね。やらなきゃならないと、

そういう話じゃなくて、今現状こういう状況であると。これについては、正直申し

まして、委員がおっしゃるように、２９年度につけた分をまだ交渉が成り立ってい

なかったから３０年度につけなかったと、こういう状況なんですよね。ただ、その

分については鋭意そういう分についての測量からスタートした形の中でうまく交渉

がきちんとできれば、これは何とかしていかなきゃならないと思っております。で

すから、今回の場合にはまだ交渉がうまくいっていないから、段取りもうまいこと

ついていないから要するに今回つけなかったんだという話でございますんですけれ

ども、これは交渉がうまくいって、その辺の段取りがきちんとすれば何らかの措置

はとっていかなきゃならないと思っております。  

○三鬼（孝）委員長   奥田委員、市長の答弁で御理解してやってくださいよ。  

○奥田委員   市長は今初めて聞いたと言うけど、防災のほうは市長に上げていな

いの、こういう問題を。市長、これ、測量だけしてくれればいいんですよ。測量し

てください、市長、お願いします。してください。してくれますか。  

○加藤市長   測量する、しないと、これはしなきゃならないと思います。ただ、
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要するに２９年度に上がって、それがまだ執行されていないというような話なんで

すよね。２９年度中に予算が執行されていないと。どないなっているの。その辺の

ところをはっきりしてほしいんですね。  

○西村防災危機管理室係長   先ほどの話の繰り返しになるんですけど、まず話を

整理させていただきますと、尾鷲市には７９の自主防災組織がございます。その中

の７６組織が防災倉庫を設置しております。残りの結局３カ所が未設置です。その

３カ所未設置の中に今年度は先ほど奥田委員がおっしゃる末広自主防災会ともやし

自主防災会、そして、倉ノ谷第１自主防災会、この３カ所が未設置であります。今

年度は当然予算も、２９年度は通っておりました、防災倉庫の設置ということで。

その設置に係る予算は本来末広で設置をする予定ではありましたが、なかなか設置

場所についてうまく協議が進まなかったのも事実でございます。しかし、そのこと

も会長さんと何度も協議した中で、話が繰り返しになるんですけど、野地町の自主

防の会長とも協議し、野地町の防災倉庫の中へうちの防災資機材を入れるというこ

とで会長さん同士で話もしていただきました。その中で、先ほど言うておった今年

度は末広の設置場所がうまくいかなかったということで、末広の会長の御厚意で、

今現在ない他のもやし自主防災会の自主防災倉庫を、うちの話が今こうなっておる

けど、先に建ててやってもうたほうがええんじゃない、浸水するのがもやしのほう

が浸水域にあって、うちは浸水域にないということも加味していただいて、御厚意

で先にもやしの自主防の倉庫を建てました。３０年度の予算に関しましては当然今

計上しております。その３０年度の予算は末広さんと倉ノ谷第１のないどちらかで

今検討していますので、もし予算が通ったときにはまた二つの自主防災の会長さん

とも協議しながら設置についても考えていきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。  

○内山委員   避難路簡易修繕のところで新しい避難路の計画があれば教えてもら

っていいですか。  

○西村防災危機管理室係長   避難路簡易修繕につきましては、毎年１２カ所、１

３カ所の避難路の修繕を行っています。今年度は、名柄地区から始まって天満地区

まで、計１２カ所の避難路修繕を行いました。現在も継続して建設をしている避難

路もあります。というのは、予算が１年間に３０万というような少額の予算であり

ます。そのことから、一つの避難路をつくるに当たって３カ年、または４カ年、例

えば三木里地区もそうですし、三木浦地区、須賀利地区でも同様に、今やっておる

避難路整備を継続して３０年度以降もやっていきたいと考えております。  
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○内山委員   きのうの片田教授の講演の絡みでもあるんですけど、避難路の重要

性が物すごくわかったと思いますので、これからもよろしくお願いします。  

○三鬼（孝）委員長   他にございますか。  

○三鬼（和）委員   この避難路なんですけど、今、内山委員も言われたんですけ

ど、中村山公園、これまでも議会の中でかなりの人があそこを防災の避難タワーが

わりというか、自然のということがあって、現在は古木というのか、そういった整

理をしてくれておりますけど、そういった避難路整備的なことで中村山のそういっ

たものにそういった補助金がないのか。こういった３００万の中で毎年、中村山に

も割り当てして整備ができていけないのかと、そういったところはどうなんですか、

この補助金について。  

○西村防災危機管理室係長   先ほど三鬼委員がおっしゃったように、中村山の避

難路整備についても当然うちも考えております。平成２６年度においても、小学校

と協議した中で、子供たちが避難するに当たって避難訓練をするときに手すりがな

いとか、そういうようなこともありまして、市内の業者に入っていただいて避難路

の手すりの修繕と横の避難路上り口の崖の修繕も行いました。今後もそのような要

望等がございましたら、当然この避難路簡易修繕、予算が通れば３００万円の中で

整備も検討していきたいと考えております。  

○三鬼（和）委員   ぜひ中村山分というのか、それもボランティアの方が歩きや

すいようにはしてくれておりますけど、全部が全部かなわないのと、もう一点は、

前市長のときも避難タワーとかいろいろな話があったときに、まず、ほとんどの議

員が中村山を避難とした割には、そのときの議論が何も、小学校の部分は何とか階

段ができたりとか、前のところでは駐車場のところから行くところとか、整備はさ

れておりますけど、やっぱりあそこというのは大事な避難台というか、避難所じゃ

ないかと思うので、建設課の範疇もあろうかと思うんですけど、防災においても避

難タワーがない今はあれを上手に活用できることで整備していただきたいなと思う

んですけど、いいですか、その辺は。どうなんですか。  

○神保防災危機管理室長   今、中村山に関しても私どもも大変重要、おっしゃる

とおり、避難タワーとしての自然のものでございますので、ただ、今は備蓄品等の

整備、整理等を先にやって、今後どういったような活用ができるのかというのは検

討していきたいと考えております。  

○三鬼（和）委員   備蓄品も非常に大事ですけど、まず「津波は、逃げるが勝

ち！」で、逃げるところがほとんどないので、やっぱりそっちのほうも、備蓄品が
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先とか云々とかと言わずに、同じようなあれで予算化して整備に活用してほしいな

と思うんですけど。  

○神保防災危機管理室長   今、中村山に関しては、命の橋を整備したころから何

度も何度も小学校からの訓練、「めざせ中村山！」という訓練も含めまして、何秒

で行けるのかとか、それを繰り返し繰り返しやっている中で、今の状態でも避難路

としては活用できるとは考えております。  

○三鬼（和）委員   市長もこの前、建設課長か何かと中村山の整備を自分の目で

確認しておったみたいなんですけど、防災的な意味合いから中村山はどうお考えな

んですか。  

○加藤市長   この前から中村山は何回か上りながら、「めざせ中村山！」、ああ

いうところも参加させていただいたり、要するに中村山というのはさっき担当から

申しておりますように、やはり命のものであると。そこのところは前々からそうい

う避難場、防災面でのそういう問題と、一方ではやっぱり中村山というのは尾鷲の

シンボルであると。両方を兼ね合わせながら何とかここの部分を充実させていきた

いなとは思っているんですけど、当然そのときに優先するのは避難路の充実という

んですか、整備というんですか、その辺のところも十分加味しながら今後前向きに

検討していきたいと思っております。  

○村田委員   さっきの内山委員の質問の関連なんですが、毎年わずかな金で工夫

をしながら避難路の整備をしておるわけなんですが、ここで室長にお聞きしたいん

ですが、避難路、要望があればどんどんやっていくということなんですけれども、

もちろん当局も避難路としての機能はどうなのかということを検討しながら整備を

されておるとは思うんですよ。尾鷲市の現状、各地域の現状から見て、現在の避難

路の整備が十分なものではないとは思っておるんですよ。私は思っております。も

ちろん室長も思われておるかもわかりませんけれども、その辺で今後、避難路の整

備ということについては限られた財源で毎年やっていくというのはわかるんですが、

どうなんです、その辺のところは。もうこの際、予算をもっと盛り込んで一遍に整

備をしていったほうがいいんだとか、それとも従来どおり毎年ちょこちょこちょこ

ちょこやっていくのがいいのか、その辺の御認識をちょっとお伺いしたいと思いま

す。  

○神保防災危機管理室長   大変答えにくい質問なんですけれども、もちろん財源

があれば、どんといけばいろいろな避難路をつくれるかとは思いますけれども、今

現在、各地区１カ所を選んでもらって、最重要なところを選んでもらうという方針
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も、今の財源の中でやっていく上でここが避難路だよということを知らしめること

もできるかと思っております。なので、今後まだこの状態で何年計画かでやってい

ただいているのが現状でございますが、まだこういう形で継続してこの事業はやっ

ていきたいと考えております。  

○村田委員   室長の答えにくいのはようわかるんですよ。わかるんですけれども、

じゃ、各箇所で最低限の整備１カ所はやっておるということなんですが、じゃ、市

内で全域を見て最低限の整備はできておると認識していますか。  

○神保防災危機管理室長   輪内地区に関しては一つを選んでいただいて何年か計

画でやってございます。旧町内に関しましてはまだ行き届いていないところはある

と考えております。  

○村田委員   ですから、私は申し上げておるので、毎年限られた財源で非常に厳

しいからこれはしようがないとは思いますけれども、要は、これは市長にも聞いて

いただきたいんですけれども、やっぱりこれは命の問題ですからね。市民の命を守

るための問題ですから、ですから、財源が厳しいといっても、その辺のところはど

うしてもここは予算を投入して最低限これだけはしておかなあかんというようなと

ころを担当課としてきちっと整理をして、財源を確保、市長にお願いをすると。財

政にもお願いをして、どうしても市民の命を守るためにはここは最低限必要なんで

すというような計画というか、そういう道筋を立てていただきたいということを私

は望むために今質問をさせていただいたんですが、どうでしょう、市長、その辺。  

○加藤市長   本当に実を言いますと、きのう、片田先生の講演会を聞いていまし

て、本当に切実に、南海トラフ、この地震がもうそこまで来ているというような、

そういうところからスタートして、しかし、いつ来るかわからない、きょうかもわ

からない、あしたかもわからない、何日後かもわからない。そういうことをした中

で尾鷲市としてはまずやっぱり避難場所に逃げることなんだと、そういうことをや

っていきながら、そのための避難路の確保というのは、委員おっしゃるとおり、本

当に命の道だと思っております。  

 そういった中で、今後どういうふうな形で進めていくのかということについては、

大きな話については財源というものもありますんですけれども、いろんなことを考

えながら、場合によってはこういうことも考えられるんじゃないかなと思うんです

よね。ほかのところは下げてでも、どんと削ってもいいから、そっちのほうを優先

するとか、いやいや、これは満遍なくやっていこうかと、いろんな考え方があると

思うんですけれども、その辺のところをしばらく考えさせていただいて、当然のこ
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とながら、避難路の整備というのは優先順位としては非常に高いと思っているんで

すよ。その中でどういう予算組みをしていくのかということも考えていかなきゃな

らないですし、これが補助金、交付金と関係あるのかどうかということもいろいろ

調べてみて、しかし、正直申しまして、要するに防災に対する手だてということは、

本当にきのうの話じゃないんですけど、早急に考えていかなきゃならない。それが

最低限のものといえば避難路の確保と、これだと認識しておりますので、これはし

ばらく預からせていただいて前向きに考えさせていただきたいなと思っております。  

○村田委員   財源の厳しいこともよくわかりますし、それから、満遍なくつけて

いくか、ここだけということで一つのポイントを置いてやっていくのかと、これは

市長の市政執行の手順の問題であり、あり方の問題だと思っておりますから、その

辺はお任せをいたしますけれども、私が申し上げたいのは、やっぱり極端な予算を

つけるというんじゃなくて、尾鷲市内で避難路は最低限確保していますよというと

ころまで、そこら辺まで行けるような、そのために期間がかかるようであれば、時

と場合によっては予算を少し上乗せしていただくということもお考えいただきたい

ということを申し上げておりますので、担当の防災室もその辺の計画とか判断とい

うのをきちっとしていただくよう強く求めておきたいと思います。  

 それともう一つ、エリアワンセグ、これの８９ページの工事請負費、これは内訳

はどういうことでしょう。  

○神保防災危機管理室長   新規の転入とか転出のそれに関するアンテナ、届かな

いところとか、そういった方々、外づけアンテナに関しての必要である場所に対し

ての経費でございます。  

○村田委員   このエリアワンセグについては全戸に配布をするということで、以

前にも室長にも申し上げたことがあるんですけれども、そうは言いながらも、まだ

配布をされていないところが実態としてあるんですよね。それはそのうちの方の御

事情で昼間、仕事に出て、いないとか、おひとり暮らしとか、いろんなことがある

と思うんですね。その都度、職員も御苦労なさって夜にお訪ねをしたりしておると

は思うんですけれども、まだそういうところも見受けられますので、その辺は特に、

大変お忙しいし、えらいでしょうけれども、ひとつここは市民のためと思って御努

力いただくよう強く求めておきたいと思いますし、それから、あと一点、各商店で

すね。これは個人が対象ですから、各家庭が対象ですからしようがないとは思うん

ですけれども、いわゆる人がたくさん集まるところ、集うような、集まるところ、

そういったところも考えるべきではないかなと思いますけれども、これも財源に限
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りはありますから何でもかんでもというわけにいかんのでしょうけれども、その辺

も今後お考えをいただければ幸いだなと思いますので、その辺のところもちょっと

頭に置いていただくようにお願いを申し上げておきます。  

○小川委員   エリアワンセグに関連しまして、エリアワンセグの裏、この間あけ

てみましたら、経年劣化によってかなり腐食していまして、乾電池、液が漏れてい

まして、みんな、初めに電池が入っておったと思うんです。あれ、点検せんと火が

つくことってないんですか。  

○神保防災危機管理室長   火がつくことはないんですけれども、またそういった

液漏れですとか、そういったことに関してもホームページ、広報などでまたお知ら

せをして注意喚起をしたいと思います。  

○小川委員   広報で流しても高齢者の方って結構わからんと思いますので、もし

できるんだったら区長さんとか自治会長さんに回ってもらうとか、ぜひやったほう

がいいと思います。かなりぼこぼこになっていますので、なっているところは。  

○神保防災危機管理室長   もちろん区長さんとかにお願いはしたいと思いますが、

できる限り私どもで対応してできるような方法を考えて周知したいと考えておりま

す。  

○三鬼（孝）委員長   他に。  

○楠委員   済みません、必ず質疑をしますので。  

 エリアワンセグシステムの保守料が去年とことしも同じ、これは年間契約でこの

金額というのは決まっているんですか。  

○神保防災危機管理室長   決まっております。  

○楠委員   安くなるとか、そういうことはないんですか。  

○神保防災危機管理室長   年間契約ですので、今のところそれは下げることはあ

りません。  

○楠委員   設置台数に関係なく保守料は同じと。  

○野田副委員長   今、自主防災組織は７９団体あるということでお話を聞かせて

もらったんですけれども、私、震災の訓練というんですか、運用面で私も議員にな

ってから２カ所ぐらいの自治会のところに防災訓練という形で行くんですけれども、

何を言いたいかというと、輪内地区もあって、須賀利もあって、旧町内もある中で、

体制的な部分で防災管理室がそういう自治会とか自主防災会に体制をつくって、そ

ういう各自治会でやってみると、そういうような運動というんですか、そういうこ

とはやられていないんですか。意識づけも含めて、体力もつくって、そういうもの
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を体制的に地域のコミュニティでやっていくことを考えていかないと、いろんな自

助、公助とか、そういう部分では漏れてしまう部分があるんじゃないのかなと思い

ましたので、今の組織、この地域の状態では。そういうのは一つの案としてやって

いただければというふうに思いますけど。  

○神保防災危機管理室長   うちは年２回、土砂と津波に関しての大規模な訓練、

あと、尾鷲市の丸ごとの訓練、あと、学校で小学校とか、尾鷲小学校、宮之上小学

校、ここに関して訓練をやっておりますが、中に対してというのではなくて、今回

やった避難所運営マニュアルですとか、そういったものを活用してもらうように、

これから活用してもらう方向性で来年度は進めていこうと考えておりますので、そ

ういった面からそういう訓練に関しての携わりといったものしか、今のところはそ

ういう計画を進めていく方針でございます。  

○野田副委員長   小学校とか各地区の会長さんとかで非常に熱心にやられる方も

いますけれども、やはり温度差があって、やらないところは何もやっていない。要

は自分の身を自分で守るという意識も低下してしまっているところが地域にはあり

ます。そういう意識を変えていくのが防災管理室のある一面の任務かなというふう

に思うわけです。限られた人数で防災というものを取り扱っていかないけない中で

は、組織の育成というか、地域の人の考え方の育成ということはやっぱり時間がか

かりますけれども、そういう体制をつくっていくことが必要じゃないのかと思いま

す。  

 以上です。  

○楠委員   ちょっと事務的な話になるんですけど、予算書の節の後の説明のとこ

ろは細節になるわけなんですけど、いわゆる修繕料３００万と仮に出ますよね。こ

れ、説明を受けるまで何の修繕かは全然わからないし、それから、主要施策の予算

概要にもちゃんと出ているんだったら、これは財務のほうにも言ってあるんだけど、

最初から避難路簡易修繕とか、名目、細節なんだから、節から来ても需用費ですか

ら、節のほうはあれですけど、こういう件名をしっかり入れたほうが余計な質問を

しなくて済むので、工事費もそうなんですけど。  

○神保防災危機管理室長   議決事項ではないので、うちとしては説明書という形

で今後もし入れろというのであれば詳細を入れるように努力させていただきます。  

○楠委員   ぜひ財務のほうと調整していただいて、やはり細節のところで工事件

名じゃないですけど、仮称でも構わないので入れるほうが余計な質問をしなくて済

むかなと思いますので、よろしくお願いします。  
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○奥田委員   １点、予算にないことなんですけど、避難タワーというのはどうな

ったんですか。２年前に北浦と矢浜に設置するという話があって、立ち消えておる

じゃないですか。どうなっておるんです。  

○神保防災危機管理室長   今まだ検討はしてございますけれども、まず予算的に

と申しますか、本来ですと、来年度とか、やっていきたいとは思いますけれども、

あと二、三年は防災行政無線のほうが平成３４年１１月末にアナログからデジタル

にしなければならないという法的なものが来ましたので、まずそれを、それがかな

りの額が、避難タワーどころの騒ぎ、言い方は悪いですけれども。  

○三鬼（孝）委員長   他にございませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

○三鬼（孝）委員長   これで防災危機管理室の予算審議を終了します。どうも御

苦労さまでした。  

○南議長   来週の１９日なんですけれども、委員長の配慮をいただいて１０時か

ら議会運営委員会と全協をさせていただきますので、御連絡いたします。  

○三鬼（孝）委員長   よろしくお願いします。  

 これをもちまして予算決算常任委員会、きょうの審議を終了いたします。長い間、

御苦労さまでした。  

（午後  ３時５６分  閉会）  

 


